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     江 南 市 議 会 厚 生 文 教 委 員 会 会 議 録      

       令和２年９月17日〔木曜日〕午前９時30分開議        

本日の会議に付した案件 

議案第58号 江南市心身障害者小規模授産施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正について 

議案第59号 江南市在宅障害者デイ・サービス施設の設置及び管理に関する

条例の一部改正について 

議案第60号 令和２年度江南市一般会計補正予算（第６号） 

       第１条 歳入歳出予算の補正のうち 

        健康福祉部 

        教育部 

        こども未来部 

       の所管に属する歳入歳出 

       第３条 地方債の補正のうち 

        古知野北部地区複合公共施設整備事業 

議案第61号 令和２年度江南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第62号 令和２年度江南市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第64号 令和元年度江南市一般会計歳入歳出決算認定について 

       のうち 

        健康福祉部 

        教育部 

        こども未来部 

       の所管に属する歳入歳出 

議案第65号 令和元年度江南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

議案第68号 令和元年度江南市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第69号 令和元年度江南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

請願第５号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅

持及び拡充を求める請願書 
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請願第６号 国の責任による少人数学級の推進を求める請願 

行政視察について 

研修会について 

市民と議会との意見交換会について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席委員（７名） 

 委 員 長  伊 藤 吉 弘 君    副委員長  岡 本 英 明 君 

 委  員  宮 地 友 治 君    委  員  稲 山 明 敏 君 

 委  員  山   登志浩 君    委  員  三 輪 陽 子 君 

 委  員  石 原 資 泰 君 

欠席委員（０名） 

委員外議員（７名） 

 議  長  野 下 達 哉 君    議  員  河 合 正 猛 君 

 議  員  古 池 勝 英 君    議  員  堀     元 君 

 議  員  片 山 裕 之 君    議  員  宮 田 達 男 君 

 議  員  長 尾 光 春 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

職務のため出席した事務局職員の職、氏名 

 事務局長兼議事課長  松 本 朋 彦 君    副 主 幹  前 田 昌 彦 君 

 主  事  山 田 都 香 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者の職、氏名 

 市長                澤 田 和 延 君 

 教育長               村   良 弘 君 

 

 健康福祉部長            栗 本 浩 一 君 

 教育部長              菱 田 幹 生 君 

 こども未来部長兼こども未来部保育課長 

                   村 井   篤 君 
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 高齢者生きがい課長         貝 瀬 隆 志 君 

 高齢者生きがい課主幹        間 宮   徹 君 

 高齢者生きがい課副主幹       栗 本 真由美 君 

 

 福祉課長兼基幹相談支援センター長  倉 知 江理子 君 

 福祉課主幹             大 矢 幸 弘 君 

 

 健康づくり課長兼保健センター所長  平 野 勝 庸 君 

 健康づくり課主幹          中 山 英 樹 君 

 健康づくり課副主幹         青 山 啓 子 君 

 健康づくり課副主幹         脇 田 亜由美 君 

 

 保険年金課長            相 京 政 樹 君 

 保険年金課主幹           影 山 壮 司 君 

 

 教育課長              茶 原 健 二 君 

 教育課管理指導主事         伊 藤 勝 治 君 

 教育課主幹             夫 馬 靖 幸 君 

 教育課副主幹            千 田 美 佳 君 

 

 学校給食課長兼南部学校給食センター所長 

                   仙 田 隆 志 君 

 学校給食課副主幹          瀬 川 雅 貴 君 

 

 生涯学習課長兼少年センター所長   可 児 孝 之 君 

 

 スポーツ推進課長兼スポーツプラザ所長 

                   中 村 雄 一 君 

 スポーツ推進課副主幹        宇佐見 裕 二 君 
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 こども政策課長           稲 田   剛 君 

 こども政策課主幹          平 野 優 子 君 

 こども政策課副主幹         石 田 哲 也 君 

 

 保育課指導保育士          真 野 佳 子 君 

 保育課主幹             矢 橋 尚 子 君 

 保育課副主幹            横 井 貴 司 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

陳述出席者（３名） 

 請願第６号 荒 木 桂 子 君、鈴 村 典 子 君 

       杉 本 恵 子 君 
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午前９時27分  開 会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長  皆さん、おはようございます。 

 委員の皆様がおそろいになりましたので、ちょっと早いですけれども、た

だいまから厚生文教委員会を開会いたします。 

 初めに、少し御挨拶をさせていただきます。 

 今週は非常に涼しい日が続いております、朝夕ですけれども。本当に１週

間前の日曜日は非常に蒸し暑くて、私も毎朝散歩しているんですけれども汗

がだらだらで、今週の月曜日から非常に涼しい日が続いて、本当に散歩して

いても非常に気持ちがいいという日が続いて、これからずうっとこういう日

が多分続いていくと思いますので、そうした中でやはりクーラーによる寝冷

えに注意していただきたいということでテレビでやっておりましたので、朝

は風邪を引きやすいですので、ぜひともタイマーをかけて、朝までクーラー

をつけておかないようにとテレビで言っておりましたので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、涼しくなってきましたけど、今委員会はクールビズも可として

進めたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、新型コロナウイルス感染症の予防のため、マスクの着用につきまし

ても適宜といたしますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて進めさせていただきます。 

 市長から挨拶をお願いいたします。 

○市長  皆さん、おはようございます。 

 去る９月２日に９月定例会が開会されてまして以来、連日終始慎重に御審

議を賜り、誠にありがとうございます。 

 本日、本委員会に付託されました諸案件は、いずれも本市政進展の上で重

要な案件でございます。何とぞ慎重に審査をいただきまして、適切なる御議

決を賜りますようお願いを申し上げまして、簡単でございますけれども御挨

拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 ここで、市長は公務のため退席されますので、よろしくお願いいたします。 
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 本日の委員会の日程でございますが、付託されております議案第58号 江

南市心身障害者小規模授産施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いてをはじめ９議案と請願第５号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教

育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書をはじめ請願２件の審査を

行います。委員会の案件が終わりましたら委員協議会を開催いたします。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 審査の順序につきましては、付託順により行います。 

 委員会での発言につきましては、会議規則第114条において、委員長の許

可を得た後でなければ発言することができないと規定されてございます。質

疑・答弁とも簡潔・明瞭にお願いし、挙手の上、委員長の指名後に発言して

くださいますよう、議事運営に御協力賜りますようよろしくお願いを申し上

げます。 

 また、委員外議員の発言につきましては、会議規則第117条第２項におい

て、委員会は、委員でない議員からの発言の申出があったときは、その許否

を決めると規定されてございます。このことから、所属の委員による質疑が

尽きた後で、なお議案の審査上必要のある場合に限り、委員の皆様にお諮り

した上で発言の許否を決めてまいりたいと考えておりますので、議事運営に

御協力賜りますようよろしくお願いをいたします。 

 なお、主幹、副主幹の方は、それぞれ担当の議案のときに出席していただ

き、その間は退席していただいていても結構でございますので、よろしくお

願いをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第58号 江南市心身障害者小規模授産施設の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について 

 

○委員長  最初に、議案第58号 江南市心身障害者小規模授産施設の設置及

び管理に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がありましたらお願いいたします。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  それでは、議案第58号につきまして

御説明申し上げますので、議案書の22ページをお願いいたします。 
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 令和２年議案第58号 江南市心身障害者小規模授産施設の設置及び管理に

関する条例の一部改正についてでございます。 

 23ページから25ページにかけまして、江南市心身障害者小規模授産施設の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（案）を掲げております。 

 補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○稲山委員  26ページの新旧対照表で、１点教えてほしいんですけれど、

(2)の旧のほうが「児童相談所が判定を行った知的障害者の知能指数が75以

下の者」から「知的障害と判定され、都道府県知事より手帳の交付を受けた

者」に新しく変わったということだと思うんですけれど、この「手帳の交付

を受けた者」という知的障害者の方というのは、どこでどういった判定でこ

ういった交付を受けることになるのか、今までは一定の「知能指数が75以下

の者」と規定をされておったわけなんだけど、この「手帳の交付を受けた

者」というのはどういった規定で受けた者に変わられたのか、ちょっと教え

てほしいと思います。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  手帳の交付に関しましては、今まで

と今後も変更はございません。今までどおり、小児、子供、18歳未満に関し

ましては、一宮児童相談センターにおきまして判定をしていただいて、手帳

が交付されます。18歳以上になりますと、中央児童・障害者相談センターと

いう、名古屋市にございます、そういった機関におきまして判定を受けると

いう形になりますので、手帳の交付に関しての手続に関しての変更はござい

ませんが、条例改正に伴い、規定の整理を行うということで、こういった文

言に整理をさせていただいたということでございます。 

○稲山委員  言っておることが違うんだけど、判定の基準はどうやってやる

んだということを聞いておる。今までは「75以下の者」といってしっかり書

いてあるんだけど、今度は「交付を受けた者」と書いてあるんだけど、だか

らその「交付を受けた者」というのは、どういった基準で「交付を受けた

者」なのかということ。 
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○福祉課長兼基幹相談支援センター長  失礼いたしました。 

 「知能指数が75以下の者」という手帳交付の基準につきましては、変更は

ございません。今までどおりでございます。 

○稲山委員  新旧ともども一定のレベルというのは知能指数が75以下の者だ

ということは変わりはないといった話で、この条例の新旧の新というのは、

上からのこういった文言に変えただけだという話でいいわけだね。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  そのとおりでございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  すみません、確認をさせていただきたいんですが、この条例改

正というのは、指定管理者へ市長からの権限移譲ということだと思うんです

けれど、この時期にこういう改正が行われた訳というのが、何か今までで不

都合があったとか、そういうことがあったんでしょうか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  まず今回の改正のタイミングでござ

いますが、指定管理の期間が令和２年度末で５年の期間を終了いたしまして、

令和３年度からまた新たに協定書を取り交わすというタイミングでございま

すので、今回のタイミングとなったものです。 

 それから、改正の理由でございますが、現在、障害者の方に対するサービ

スの受給決定に関しましては市が行っておりまして、実際に施設を利用する

場合の施設利用に関する施設との取り交わしに関しましても市のほうでして

おりました。実際には、具体的には施設と直接細かいところの打合せを保護

者の方がしていただいて、決まったところで市の窓口に来ていただいて利用

許可の申請をしていただくという、そういった流れでございまして、利用者

にとりましては、施設とのやり取りと市とのやり取りが混在するということ

で分かりづらく煩雑な状況がございましたので、利用に関しましては指定管

理者とのやり取りで一本化できるようにということをするものでございます。  

 それから、利用に関する自己負担金、課税世帯の方に関しましては自己負

担金が伴いますが、その負担金の請求、徴収に関しましても、市が行ってお

りましたものを、このタイミングで直接施設とのやり取りをしていただくと

いうところで、利用者にとっての手続が明確化、簡素化されるものであると

いうことで、今回の改正をさせていただきたいと思った理由でございます。 
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○三輪委員  それで、例えば利用料がかなり急に高額になるとかそういうよ

うなことはなくて、そういうことのチェックはできるということでしょうか。  

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  その辺りのチェックは、ほかの事業

所、今回のこの小規模授産施設に関しましては市の指定管理でございますが、

ほかのサービス事業所の関係のチェックと同様に、今までどおり市のチェッ

クはできるものでございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、これをもって質疑を終結い

たします。 

 暫時休憩いたします。 

午前９時39分  休 憩 

午前９時39分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第58号を採決します。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第59号 江南市在宅障害者デイ・サービス施設の設置及び管理に

関する条例の一部改正について 

 

○委員長  続きまして、議案第59号 江南市在宅障害者デイ・サービス施設

の設置及び管理に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がありましたらお願いいたします。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  それでは、議案第59号について御説

明申し上げますので、議案書の31ページをお願いいたします。 

 令和２年議案第59号 江南市在宅障害者デイ・サービス施設の設置及び管

理に関する条例の一部改正についてでございます。 
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 32ページ、33ページには、江南市在宅障害者デイ・サービス施設の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例（案）を掲げております。 

 補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑はないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前９時40分  休 憩 

午前９時40分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第59号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第60号 令和２年度江南市一般会計補正予算（第６号） 

         第１条 歳入歳出予算の補正のうち 

          健康福祉部 

          教育部 

          こども未来部 

         の所管に属する歳入歳出 

         第３条 地方債の補正のうち 

          古知野北部地区複合公共施設整備事業 

 

○委員長  続きまして、議案第60号 令和２年度江南市一般会計補正予算

（第６号）、第１条 歳入歳出予算の補正のうち、健康福祉部、教育部、こ
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ども未来部の所管に属する歳入歳出、そして第３条 地方債の補正のうち、

古知野北部地区複合公共施設整備事業を議題といたします。 

 なお、審査方法でございますが、歳入歳出一括で各課ごとに審査したいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 最初に、健康福祉部高齢者生きがい課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いをいたします。 

○高齢者生きがい課長  それでは、議案第60号 令和２年度江南市一般会計

補正予算（第６号）の高齢者生きがい課の補正予算につきまして、該当箇所

の御説明を申し上げます。 

 初めに、歳入について説明をいたしますので、議案書の46ページ、47ペー

ジをお願いいたします。 

 中段の15款１項１目１節社会福祉費負担金でございます。 

 はねていただきまして、48ページ、49ページをお願いいたします。 

 最上段の16款１項１目１節社会福祉費負担金でございます。 

 続きまして、その下の２項２目１節社会福祉費補助金のうち、高齢者生き

がい課所管分の介護施設等整備事業費補助金でございます。 

 はねていただきまして、50ページ、51ページをお願いいたします。 

 中段の21款５項３目１節過年度収入のうち、高齢者生きがい課所管分の令

和元年度分低所得者保険料軽減の国庫及び県費の負担金精算金でございます。 

 歳入は以上でございます。 

 次に、歳出について御説明を申し上げます。 

 56ページ、57ページをお願いいたします。 

 中段の３款１項１目高齢者福祉費で、補正予算額は622万5,000円でござい

ます。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長  ないですかね。 
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〔「はい、別にないです」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続いて福祉課について審査を

いたします。 

 当局から補足説明がありましたらお願いをいたします。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  それでは、福祉課所管の歳入から御

説明を申し上げますので、議案書の46ページ、47ページ中段をお願いいたし

ます。 

 15款２項２目３節生活保護費補助金でございます。 

 次に、50ページ、51ページ中段をお願いいたします。 

 21款５項３目１節過年度収入でございます。福祉課分は、説明欄の令和元

年度分生活保護介護扶助費国庫負担金精算金、以下７項目でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 58ページ、59ページ中段をお願いいたします。 

 ３款１項２目障害者福祉費で、補正予算額561万7,000円でございます。 

 事業内容につきましては、右側説明欄の社会福祉施設等整備費補助事業で

は、社会福法人に対しまして施設整備費を補助するものでございます。 

 次の障害者自立支援医療給付事業は、障害者自立支援医療給付費の令和元

年度分の国庫及び県費負担金の精算に伴う返納金でございます。 

 その次のわかくさ園維持運営事業は、わかくさ園における新型コロナウイ

ルス感染症対策として、衛生用品や空気清浄機等の備品を購入するものでご

ざいまして、この事業に対しましては特定財源として新型コロナウイルス感

染症緊急包括支援事業補助金が全額財源措置をされますので、歳入予算に計

上をしております。 

 少し進んでいただきまして、64ページ、65ページをお願いいたします。 

 ３款３項１目生活保護費で、補正予算額6,880万8,000円でございます。 

 事業内容につきましては、右側説明欄の生活保護事業でございます。令和

元年分の医療扶助費及び生活等扶助費国庫負担金及び生活保護費国庫補助金

の精算に伴う返納金でございます。 

 その次の生活保護システム運用事業は、日常生活支援住居施設の創設に伴

うシステム改修費でございます。なお、この事業に対しましては特定財源と
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して国庫補助金が２分の１財源措置されますので、歳入予算に計上をしてお

ります。 

 その次の生活困窮者住居確保給付金給付事業と、その次の被保護者就労支

援事業、またその次の生活困窮者自立相談支援事業は、いずれも令和元年度

分の国庫負担金の精算に伴う返納金でございます。 

 説明は以上ででございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○三輪委員  65ページの先ほどのシステム改修のところで、日常生活支援住

居施設の創設というのがあるんですけれども、この施設の創設というのが、

どこにどんな施設ができたということでしょうか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  昨年６月に生活保護法が改正をされ

まして、日常生活支援住居施設というものが創設をされまして、令和２年４

月より施行となっております。これに伴いまして、生活保護の事務システム

の改修が必要になったものでございます。 

 この日常生活支援住居施設というものは、居宅で日常生活を送ることが困

難ですけれども救護施設などの社会福祉施設の入所対象とならない生活保護

受給者が、必要な支援を受けながら生活を送る場として創設をされました。

今まで無料低額宿泊所というものがございましたが、その中でもサービスの

質が確保された無料低額宿泊所が、県に申請をいたしまして日常生活支援住

居施設と登録をされた場合にこの事業を実施していくというものでございま

すので、無料低額宿泊所の質を高めるといいますか、問題のある宿泊所、宿

泊施設から、いろいろなところがございましたので、県としましてもサービ

スの質を確保するためにこういったものを創設したというものでございます。  

○三輪委員  市内にどこか施設が新しくできたというわけではないんですね。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  はい、市内にはございません。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて保険年金課について
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審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保険年金課長  それでは、令和２年度江南市一般会計補正予算（第６号）

の保険年金課の所管につきまして説明をさせていただきます。 

 歳入でございますが、議案書の50ページ、51ページをお願いいたします。 

 中段、21款５項２目11節雑入で、保険年金課所管の後期高齢者健康診査委

託費、以下２項目でございます。 

 その下、１節過年度収入、保険年金課所管の令和元年度分後期高齢者医療

療養給付費負担金精算金でございます。 

 続きまして、歳出でございますが、58、59ページをお願いいたします。 

 最下段の３款１項３目社会保障費の後期高齢者人間ドック助成事業は、財

源更正を行うものでございます。 

 該当箇所は以上でございます。補足説明はございません。よろしくお願い

いたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続きまして健康づくり課につ

いて審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がありましたらお願いをいたします。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  それでは、令和２年度江南市一般会

計補正予算のうち、健康づくり課所管について説明させていただきます。 

 歳出のみになります。 

 恐れ入りますが、議案書の66ページ、67ページの上段をお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目健康づくり費で、補正予算額は96万

6,000円でございます。 

 内容につきましては、67ページの説明欄をお願いいたします。 

 母子保健事業で２万1,000円の補正を、子育て世代包括支援センター運営

事業で１万6,000円の補正を、養育医療給付事業で92万9,000円の補正をお願
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いするもので、いずれも国庫または県費の精算に伴う返納金でございます。 

 以上で、健康づくり課所管の補正予算についての説明を終わらせていただ

きます。補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続いて教育部生涯学習課につ

いて審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いをいたします。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  それでは、生涯学習課所管の補正予算

につきまして、歳出にて御説明させていただきますので、議案書の60ページ、

61ページをお願いいたします。 

 上段、３款１項５目学習等供用施設費で、補正予算額は10万6,000円でご

ざいます。 

 次に、はねていただきまして、76ページ、77ページをお願いいたします。 

 中段、10款４項１目生涯学習費で、補正予算額は3,835万2,000円でござい

ます。 

 右側説明欄、77ページをお願いいたします。 

 少年センター維持運営事業で１万 5,000円、公民館維持運営事業で 14万

8,000円。 

 はねていただきまして、78ページ、79ページをお願いいたします。 

 上段、公民館運営事業（新型コロナウイルス感染症対策）で７万1,000円、

古知野北部地区複合公共施設整備等事業で3,818万9,000円でございます。 

 その下、中段の10款４項２目文化交流費で、補正予算額は1,612万1,000円

でございます。 

 右側説明欄をお願いいたします。 

 市民文化会館維持運営事業で1,610万6,000円、その下、歴史民俗資料館維

持運営事業で１万5,000円の補正予算でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○山委員  公民館等への新型コロナウイルス感染症対策ということで、内容

は別に問題ないと思うんですけど、寄附金が充てられるということですけれ

ども、この寄附というのは、先日の本会議の議案質疑でもあったと思うんで

すけど、小学校、中学校に寄附された方と同じ方なのか、また別の方なんで

すか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  すみません。小学校、中学校の方をち

ょっと把握しておりません。 

○教育部長  小学校、中学校の寄附の方とは別の方です。別の方から、複数

の方から寄附があったものについて、それぞれの施設のほうに寄附を充てた

ということでございます。 

○山委員  そうしますと、新型コロナウイルス感染症対策で使ってください

ということで、教育委員会に対して指定があったのか、市に寄附があって、

市として教育委員会の中で使ってくれという判断になったんですか、どちら

ですか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  市に対して、新型コロナウイルス感染

症対策で使ってほしいということで御要望がありましたということです。 

○山委員  分かりました。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  79ページの古知野北部地区複合公共施設のところで、工事監理

委託料というのと解体工事費というのが別々であるんですけど、この監理す

るところと工事するところは別の会社ということでしょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  今、古知野北部地区複合公共施設につ

きましては、設計委託を行っています。監理委託につきましては、設計委託

を行っている業者にお願いするという形になっております。工事業者につき

ましては、これから入札を行いまして決定をしていきたいと考えております

ので、別の業者になります。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 
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○稲山委員  古知野北部地区複合公共施設整備事業なんだけど、この備品移

設料の56万9,000円なんだけど、これはどういったものが備品として移設さ

れて、下の委託料で廃棄される備品というのがあるんだけど、移設する備品

と廃棄する備品というのはどういったことで分けられたのか、また備品の移

設料の中に、その保管場所のお金というのは入っておるのか、その辺をちょ

っと教えてください。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  今回の備品移設料につきましては、今

回、古知野北公民館で活動されているサークルの方への、代替施設が見つか

らなかったサークルの方に藤里小学校のほうの教室を代替施設として考えた

ということで、そちらのほうに使用する備品及び、これは学校と協議いたし

ましたが、今の建て替え後に使う備品につきましても一応保管を、置かせて

いただけるということでしたので、そちらの備品を移設いたします。 

 廃棄備品につきましては、古くなったり、壊れたり、使えなかったりする

ものにつきまして、ちょっと精査をいたしまして、こちらにつきましては廃

棄をするということで、こちらの処理委託料となっております。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  同じく79ページの市民文化会館の管理料のことなんですけれど、

これは新型コロナウイルス感染症の影響でいろいろイベントができなかった

ということで、この1,600万円追加というのは仕方がないと思うんですけど、

今後、これから対策をしながらイベントなんかは進めていくのか、ちょっと

今後どうしていく方針、何とかこれを減らしてもらいたいなと思うんですが、

何か方針がございますでしょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  イベントにつきましては、今、市民文

化会館のほうでは入場制限がかかっております。そちらの制限がまた県など

で見直しがあるかもしれませんが、今の状態で可能な限りイベントができる

ようにということで、こちらはモニタリング等を通じて、指定管理者のほう

にお話をさせていただいております。なるべく今の入場制限をクリアする段

階で、新型コロナウイルス感染症対策をしながら、可能な限りイベントのほ

うはやっていきたいと考えております。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて教育課について審査

をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○教育課長  教育課の所管の補正予算につきまして、歳出で御説明申し上げ

ますので、議案書の74ページ、75ページをお願いいたします。 

 上段の10款１項２目教育環境費で、補正予算額は5,000円でございます。

特定財源といたしまして、全額、市内在住の方から頂きました新型コロナウ

イルス感染症対策寄附金を充ててまいります。 

 続きまして、下段の表、10款２項１目小学校費で、補正予算額は150万円

でございます。特定財源といたしまして、全額、布袋地区在住の方から頂き

ました寄附金を充ててまいります。 

 はねていただきまして、76ページ、77ページをお願いいたします。 

 上段の10款３項１目中学校費で、補正予算額は100万円でございます。特

定財源といたしまして、全額、布袋地区在住の方から頂きました寄附金を充

ててまいります。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続いてスポーツ推進課につい

て審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がありましたらお願いをいたします。 

○スポーツ推進課長兼スポーツプラザ所長  スポーツ推進課所管につきまし

て御説明申し上げます。 

 歳出につきまして御説明させていただきますので、議案書の80ページ、81

ページをお願いいたします。 

 10款５項１目スポーツ推進費、都市公園等運動施設維持運営事業につきま

して118万6,000円の増額補正をお願いするもので、河川占有物撤去及び復旧
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委託料246万2,000円の増額補正と、河川占有物撤去及び復旧訓練委託料127

万6,000円の減額補正をお願いするものでございます。 

 なお、緊急の対応が必要でありましたので、予算流用で対応させていただ

き、議決後、流用戻しをしてまいります。 

 説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○稲山委員  河川占有物撤去及び復旧委託料の246万2,000円ですけれど、基

本的にこの約250万円の復旧委託料があればグラウンド施設のこういった緊

急事態における移設とかそういったものというのは賄えるという判断でよろ

しいですか。これ以外に、今回は河川敷なんだけど、ほかの部分でこういっ

た緊急的に何かしなければいけないようなことというのは出てくるのかどう

かだけ教えてほしいんですけど。 

○スポーツ推進課長兼スポーツプラザ所長  今回、草井町のグラウンドと中

般若町のグラウンドと２か所ございまして、施設について全て対象のものが

撤去の対象になりましたので、対象としては全てのものが含まれていると考

えています。 

○稲山委員  はい、分かりました。そうすると、約250万円ぐらいの、何か

あったときはその予算立てですぐに対応できるといったことでいいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長  はい、分かりました。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いてこども未来部こども

政策課について審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いをいたします。 

○こども政策課長  令和２年度江南市一般会計補正予算（第６号）のうち、

こども政策課所管の補正予算について御説明いたします。 

 議案書の50ページ、51ページをお願いいたします。 
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 50ページ、51ページの中段でございます。 

 初めに、歳入でございます。 

 21款５項３目過年度収入、１節過年度収入で、こども政策課分は、中段や

や下で、令和元年度分子ども・子育て支援交付金精算金、ほか１項目でござ

います。いずれも令和元年度分の国庫交付金等の精算に伴い、受け入れるも

のでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 少し飛んでいただきまして、60ページ、61ページをお願いいたします。 

 60ページ、61ページの中段でございます。３款２項１目こども政策費、補

正予算額は816万7,000円でございます。 

 内容につきましては、61ページの説明欄をお願いいたします。 

 ファミリー・サポート・センター事業は６万5,000円の補正を、その下、

子育て短期支援事業は１万5,000円の補正を、その下、要保護児童対策事業

は１万5,000円の補正、その下、児童・遺児手当等事業のうち、児童扶養手

当事業は99万6,000円の補正を、児童手当事業は60万3,000円の補正を。 

 そして、はねていただきまして、63ページの上段でございます。母子生活

支援施設措置事業は155万4,000円の補正を、母子・父子家庭自立支援給付事

業は403万3,000円の補正を、次に未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・

特別給付金支給事業は88万6,000円の補正をお願いするもので、いずれも令

和元年度分の国庫負担金と県費負担金の精算に伴う返納金でございます。 

 続いて、また少し飛んでいただきますが、74ページ、75ページをお願いい

たします。 

 74ページ、75ページ中段やや下、10款１項３目放課後児童費、補正予算額

は600万4,000円でございます。 

 隣の75ページの説明欄をお願いいたします。放課後子ども総合プラン事業

（放課後児童健全育成）は600万4,000円の補正をお願いするもので、こちら

につきましても令和元度分の国庫交付金の精算に伴う返納金でございます。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、続いて保育課について審査を

いたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保育課指導保育士  それでは、保育課所管について御説明させていただき

ます。 

 歳入につきましては、議案書の48ページ、49ページの最下段に、18款１項

３目２節児童福祉費寄附金、寄附金、50ページ、51ページの下段に、21款５

項３目１節過年度収入、令和元年度分私立幼稚園授業料等軽減県費補助金精

算金はじめ３項目を掲げております。 

 歳出につきましては、62ページ、63ページの中段に、３款２項２目保育費、

保育園保育等事業、子ども・子育て支援事業を掲げております。内容につき

ましては説明欄を御覧いただきますようお願いいたします。 

 補足して説明することはございません。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長  これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前10時10分  休 憩 

午前10時10分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第60号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第61号 令和２年度江南市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

 

○委員長  続きまして、議案第61号 令和２年度江南市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保険年金課長  それでは、保険年金課所管の補正予算について御説明をさ

せていただきますので、議案書の83ページをお願いいたします。 

 議案第61号 令和２年度江南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

についてでございます。 

 はねていただきまして、84ページから87ページにかけまして、第１表 歳

入歳出予算補正及び歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を掲げております。 

 続きまして、88ページ、89ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算の歳入でございます。 

 ７款１項１目はその他繰越金でございます。 

 その下は、今回の補正の歳出でございます。 

 ５款１項１目は基金積立金で、補正予算額は8,829万7,000円でございます。 

 以上でございます。補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前10時12分  休 憩 

午前10時12分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 議案第61号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第62号 令和２年度江南市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

○委員長  続きまして、議案第62号 令和２年度江南市介護保険特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いします。 

○高齢者生きがい課長  それでは、議案第62号につきまして御説明をいたし

ますので、議案書の91ページをお願いいたします。 

 令和２年議案第62号 令和２年度江南市介護保険特別会計補正予算（第１

号）でございます。 

 92ページ、93ページをお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 次に、94ページから95ページには歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を

掲げております。 

 次に、96ページ、97ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算の歳入でございます。 

 ６款１項４目低所得者保険料軽減繰入金は、現年度分及び過年度分の低所

得者保険料軽減繰入金で146万5,000円でございます。 

 その下、２項１目基金繰入金は145万7,000円の減額補正でございます。 

 続きまして、中段の７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２億 669万

4,000円でございます。 

 次に、歳出につきまして御説明をいたします。 

 98ページから101ページまでは、歳入予算の補正に伴う財源更正でござい

ます。 

 102ページ、103ページをお願いいたします。 
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 上段の３款１項１目基金積立金の補正予算額は１億823万1,000円でござい

ます。 

 中段の４款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費及び、はねていた

だきまして、104ページ、105ページ上段の４款３項１目包括的支援事業・任

意事業費は財源更正でございます。 

 続きまして、下段、６款１項１目償還金及び還付加算金の補正予算額は

9,847万1,000円でございます。 

 説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午前10時15分  休 憩 

午前10時15分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第62号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第64号 令和元年度江南市一般会計歳入歳出決算認定について 

         のうち 

          健康福祉部 

          教育部 

          こども未来部 

         の所管に属する歳入歳出 
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○委員長  続きまして、議案第64号 令和元年度江南市一般会計歳入歳出決

算認定についてのうち、健康福祉部、教育部、こども未来部の所管に属する

歳入歳出を議題といたします。 

 なお、審査方法でございますが、歳入歳出一括で各課ごとに審査したいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 最初に、健康福祉部高齢者生きがい課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いします。 

○高齢者生きがい課長  それでは、議案第64号、令和元年度江南市一般会計

決算認定の高齢者生きがい課の所管について御説明をさせていただきますの

で、事項別明細書の60ページ、61ページをお願いいたします。 

 初めに、歳入でございます。 

 最上段の12款１項１目１節社会福祉費負担金の老人ホーム措置費負担金で

ございます。 

 次に、中段の13款１項２目１節社会福祉使用料で、備考欄の高齢者生きが

い課所管分、老人福祉センター目的外使用料（電柱）から高齢者生きがい活

動センター目的外使用料（郵便ポスト）までの６件でございます。 

 次に、64ページ、65ページをお願いいたします。 

 最下段の13款２項２目１節社会福祉手数料で、備考欄の高齢者生きがい課

所管分、事業者指定手数料及び、はねていただきまして、66ページ、67ペー

ジ最上段の事業者指定更新手数料でございます。 

 次に、68ページ、69ページをお願いいたします。 

 上段の14款１項１目１節社会福祉費負担金で、高齢者生きがい課所管分の

低所得者保険料軽減負担金でございます。 

 次に、72ページ、73ページをお願いいたします。 

 上段の14款４項２目２節社会福祉費交付金で、地域介護・福祉空間整備等

施設整備交付金でございます。 

 次に、下段の15款１項１目１節社会福祉費負担金で、高齢者生きがい課所

管分の低所得者保険料軽減負担金でございます。 

 次に、74ページ、75ページをお願いいたします。 
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 中段の２項２目１節社会福祉費補助金で、高齢者生きがい課所管分の社会

福祉法人利用者負担軽減対策事業費補助金から老人クラブ助成費補助金まで

の３件でございます。 

 次に、少し飛んでいただきまして、86ページ、87ページをお願いいたしま

す。 

 20款５項２目11節雑入のうち、備考欄の中段にございます高齢者生きがい

課所管分の緊急通報システム実費徴収金でございます。 

 次に、90ページ、91ページをお願いいたします。 

 中段の３目１節過年度収入で、高齢者生きがい課所管分の平成30年度分低

所得者保険料軽減国庫負担金精算金及び県費負担金精算金でございます。 

 歳入は以上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 大きく飛んでいただきまして、162、163ページをお願いいたします。 

 中段の３款１項１目高齢者福祉費、備考欄、人件費等から、進んでいただ

きまして、167ページの備考欄の下段、敬老事業まででございます。 

 補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○山委員  歳出で167ページの敬老会事業についてお尋ねしますが、記念品

はもう数年前から75歳の到達者のみに限るということで削減されているんで

すけど、75歳の方に対しての記念品90万6,000円ということですけれども、

実際に記念品を受け取っている方の割合というのはどれぐらいなんですか。

もらいに来ていない方も少なからずいらっしゃったんですか。 

○高齢者生きがい課長  敬老会の市内に在住75歳以上高齢者を対象にして行

っております記念品の配付でございます。 

 案内状を送付いたしました75歳到達者は1,315人でございました。敬老会

に実際に出席をされた方が394人、その後、後日引換えに見えた方が493人で

ございますので、887人の方が記念品を受け取られておられますと。 

○山委員  当然、全員が受け取りに来るというのは考えづらいし、手間の問



２７ 

題もあると思うんですが、余ったのは多分福祉施設とかに寄附されていると

思うんですが、やっぱり全員分用意しなきゃいけないんですか。今の実績だ

ったら、例えば対象者の８掛けとか、そういうことでも対応できると思うん

ですけれども。もちろんそういう福祉施設で役立ててもらうんだったら、そ

れはそれでいいんですけれども、その点どうお考えですか。 

○高齢者生きがい課長  おっしゃられたとおり、1,300人全ての数を用意し

たわけではなくて、令和元年度につきましては1,050を用意させていただき

まして、残りの163は福祉施設のほうへ持っていったということでございま

す。 

○山委員  だから、75歳の方の人数分を用意したんですか、していないんで

すか。 

○高齢者生きがい課長  しておりません。 

○山委員  分かりました。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  163ページの介護サービス費負担軽減事業というものなんです

が、854万9,189円で、これは昨年が916万2,858円で、ちょっとかなり減って

いるんですけれど、今、訪問介護の需要が増えていると思うんですけど、成

果報告書の202ページでも介護が必要な方が増えているというか、サービス

の質の確保とか人材確保とか書いてあるんですが、この減っているというの

は軽減を申し込む方が減ったのか、ちょっともしこの理由が分かれば教えて

ください。 

○高齢者生きがい課長  訪問介護利用者負担軽減対策事業ということで、訪

問介護、ホームヘルパーですね、こちらを使われる方の利用者の負担軽減を

ずっと図ってまいりました。 

 実際に利用されている方が徐々にこちらのほうは減ってきております。訪

問介護自体がやはり委員が言われた人材不足といったところもあるかとは思

うんですけれども、実際にはその利用者数というのが徐々に減ってきておる

と。 

 一方、通所のほうですね、デイ・サービスであるとか、そういったところ

の利用者が伸びてはいますので、こちらのほうにシフトしているのかなとい
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うふうに考えております。 

○委員長  いいでしょうか。 

○三輪委員  すみません、続きでごめんなさい。 

 新型コロナウイルス感染症のこととかもあって訪問介護とかいうのをちょ

っと控えたりということがひょっとすると２月、３月あったのかもしれない

と思うんですけれども、今、介護サービスのほうが、要支援の方がちょっと

いろいろ使いにくくなっているというか、申し込みにくくなっているような

状況もあって、本当は訪問介護をしてほしいんだけど、ちょっとなかなか申

し込めないというのがあるんではないかという、ちょっとそういう危惧もあ

りますので、実情をよく見ていただいて、本当に必要なければいいんですけ

れど、必要な方へのサービスが減らないようにしていただきたいなというふ

うに思いますので、お願いします。 

○委員長  要望ですね。要望ということで、よろしくお願いします。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○岡本委員  日常生活支援事業の中の……。 

○委員長  何ページ。 

○岡本委員  ページ数でいきますと165ページです。緊急通報装置設置委託

料についてなんですけれども、こちらのほうは福祉電話のほうも何か21台あ

るということみたいなんですが、これの違いをまずちょっと教えていただき

たいんですけれども。緊急通報装置設置数と福祉電話設置数って、成果報告

書にも載っているんですけれども、その辺のちょっと、この違いって何なの

か、ちょっと分からないので教えていただきたいと思います。 

○高齢者生きがい課長  まず初めに、上段の福祉電話の設置ですけれども、

こちらは高齢者の方でお独り暮らしとか、そういった方が固定電話を持って

いない場合に、こちらの固定電話の架設を補助するものでございます。実績

としましては、令和元年度末で21台の設置を今させていただいているところ

でございます。 

 それから、その下にございます緊急通報装置設置委託料でございますが、

緊急通報装置というのは、固定電話の回線を通じまして、高齢者の方がもし

何か非常事態が起きたときに、ボタンを一つ押すことによって消防等へ通報
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が飛ぶようなシステムになっておりまして、こちらのほうの設置を補助して

おるというところでございます。令和元年度末で680台の設置を終えている

ところでございます。 

○岡本委員  ありがとうございます。内容は分かりました。 

 成果報告書の中で、ちょっと誤報の欄が４月から３月までの実績として合

計で258件あると出ておりますけれども、こちらにつきましてですが、これ

による緊急の出動等はあったんでしょうか、お願いいたします。 

○高齢者生きがい課長  非常ボタンを間違えて押してしまってコールセンタ

ーのほうへつながった場合ですが、まずはコールセンターのほうで確認のほ

うをさせていただきます。ごめんなさい、間違えて押しちゃったわというこ

とであれば、そのまま出動等はしないということですので、そういったとこ

ろで確認ができている部分もございます。 

○岡本委員  ありがとうございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  同じく165ページのところで、上段のほうの介護施設等整備費

補助事業というのがありまして、成果報告書のほうの249ページで詳しくは

書いてあるんですが、今後やっぱりこういう施設がたくさんできていくと思

うんですけれど、補助について、例えば建設費の何％とか、上限幾らとか、

そういうものが市のほうで規定があるんでしょうか。 

○高齢者生きがい課長  こちらは、成果報告書の249ページに、委員言われ

たように詳細が載っております。 

 令和元年度に建設がされましたのは、グループホームが１件と、それに併

設するような形で小規模多機能施設が１件ということで、合計で9,000万円

ほどの補助を行っておるところでございます。こちらのほうは、平成30年度

に書いてありますが、公募をいたしまして、そこに手を挙げていただいて建

設をしたというところでございまして、こちらは全て県からの補助金を

100％充てて出しておるものでございますので、市のほうからはこちらのほ

うは一般財源としては入れていないということでございます。 

○三輪委員  ちょっと聞いていることと違うんですが、だから例えば申し込

むのに、例えば建設費の何％補助があるとか、補助の基準なんですが、上限
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幾らまでとかあるのか、施設の内容によっては違うと思うんですけれど、そ

の辺で何か基準があったら、今後こういう施設を造りたいという方が見えた

ときには、何か基準があれば知りたいと思ったんですが。 

○高齢者生きがい課長  先ほども言いましたが、これは全て県費の補助でや

っておりますので、その金額等々の規模によって違うと思うんですけれども、

こちらは全て県のほうで持っておるものでございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○岡本委員  すみません、ちょっと聞きたいのは、高齢者タクシー、165ペ

ージですね、この助成事業費ですけれども、今回の利用者の件数とかをちょ

っと教えていただきたいんですけれども。 

○高齢者生きがい課長  高齢者タクシーの基本料金、48枚つづりのチケット

を85歳以上の高齢者の方にお渡ししております。まずお渡しをした冊数です

が、1,130冊をお渡ししております。こちらの歳出予算933万1,930円でござ

いますが、こちらはその中で１万5,573回御利用をされた分の費用でござい

ます。 

○岡本委員  今後、利用者の増加が予想されると思うんですけれども、増額

をされるような予算の方向の予定はあるのでしょうか、お願いいたします。 

○高齢者生きがい課長  このタクシーチケットのやり方ですね、48回分の基

本料金を補助するというやり方でございますけれども、利用者の増加といっ

たものも当然見込まれますが、一方でいこまいＣＡＲを選択しておられる方

も、利用の仕方によって恐らく違っているんだろうというふうに思います。

いこまいＣＡＲのほうでも相応の市の負担をしているわけですので、こうし

た市の負担がどうしたやり方が適正なのかといったところについては、今後

さらに検討をしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  167ページの老人保護措置事業というのに7,417万5,417円って

かなり高額なんですけれども、すみません、ちょっとよく分かっていないの

で、どういう方が対象で、市内に何人ぐらいいらっしゃる方の措置というこ

となんでしょうか。 
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○高齢者生きがい課長  老人保護措置費に7,416万円という金額を支出して

おります。こちらのほうは主にほぼほぼ養護老人ホームのサンライフむつみ

なんですけれども、こちらのほうに身寄りのない高齢者の方で比較的自立生

活のできる方を保護するような形で、措置という形で行っておるものでござ

います。 

 令和元年度末につきまして、28人の方の分の保護措置費を支払っておりま

す。ただ、ほぼほぼサンライフむつみだと言いましたけれども、この28人の

方のうちのお一人は碧南市にあります養護老人ホームのほうへ措置として入

所されておるという状況でございます。 

○三輪委員  その１人の方の理由というのは何か個人的なあれですか、もし

差し支えなければお聞きしたいです。 

○高齢者生きがい課長  一応市内のサンライフむつみにおられたんですけれ

ども、そこを退所されまして、碧南市のほうへ移られたと。詳細な事情はち

ょっと分かりませんが、そういった状況のようでございます。 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、ここで暫時休憩いたします。 

午前10時35分  休 憩 

午前10時49分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、福祉課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  それでは、福祉課の所管につきまし

て説明をさせていただきます。 

 決算書の60ページ、61ページをお願いいたします。 

 まず初めに、歳入でございます。 

 13款１項２目民生使用料、１節社会福祉使用料のうち、福祉課所管はわか

くさ園目的外使用料（駐車場）はじめ３件でございます。 

 少し飛んでいただき、64ページ、65ページをお願いいたします。 

 最下段でございます。13款２項２目民生手数料、１節社会福祉手数料のう

ち、はねていただきまして、備考欄67ページ上段の在宅障害者地域活動支援

センター事業手数料でございます。 
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 次に、68、69ページ上段をお願いいたします。 

 14款１項１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金のうち、福祉課所

管の特別障害者手当等給付費負担金はじめ４件でございます。 

 続きまして、やや下の３節生活保護費負担金の生活保護医療扶助費負担金

はじめ９件でございます。 

 次に、下段の２項２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金の地域生

活支援事業費補助金と障害者総合支援事業費補助金でございます。 

 次に、同じページ最下段の３節生活保護費補助金の生活保護費補助金でご

ざいます。 

 次に、70、71ページの下段をお願いいたします。 

 14款３項２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金のうち、福祉課所管の

特別児童扶養手当支給事務費委託金でございます。 

 続きまして、次の段の２節生活保護費委託金の支援相談員配置経費委託金

でございます。 

 はねていただき、72ページ、73ページをお願いいたします。 

 最下段でございます。15款１項１目民生費県負担金、１節社会福祉費負担

金のうち、福祉課所管の障害者自立支援給付費負担金はじめ４件でございま

す。 

 はねていただき、74ページ、75ページ上段をお願いいたします。 

 ３節生活保護費負担金の生活保護費負担金でございます。 

 同じページ中段をお願いいたします。 

 ２項２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金のうち、福祉課所管の特

別障害者手当等支給費補助金はじめ７件でございます。 

 はねていただき、76ページ、77ページ最上段をお願いいたします。 

 ３節災害救助費補助金の被災者生活再建支援事業費補助金でございます。 

 はねていただき、78、79ページ上段をお願いいたします。 

 ３項２目民生費委託金、２節生活保護費委託金のホームレス実態調査交付

金でございます。 

 少し飛んでいただき、86ページ、87ページをお願いいたします。 

 中段でございます。20款５項２目雑入、11節雑入のうち、福祉課所管の心
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身障害者扶助料返納金はじめ７件でございます。 

 次に、90ページ、91ページ中段をお願いいたします。 

 ３目過年度収入、１節過年度収入のうち、福祉課所管の平成30度分障害者

自立支援医療給付費国庫負担金精算金はじめ５件でございます。 

 以上が歳入でございます。 

 次に、歳出をお願いいたします。 

 168ページ、169ページでございます。 

 上段の３款１項２目障害者福祉費で、右側備考欄、人件費等から175ペー

ジ備考欄、下段のわかくさ園維持運営事業までで、最終が177ページ備考欄

中段まででございます。 

 続きまして、182ページ、183ページをお願いいたします。 

 下段の３款１項４目福祉活動費で、右側備考欄、社会福祉関係団体育成事

業から、185ページ備考欄の中段、民生委員推薦会事業まででございます。 

 続きまして、少し飛んでいただき、210ページ、211ページをお願いいたし

ます。 

 上段の３款３項１目生活保護費で、右側備考欄、生活保護事業から、213

ページ備考欄中段の生活困窮者自立相談支援事業まででございます。 

 212ページ、213ページの中段をお願いいたします。 

 ４項１目被災者支援費で、備考欄、災害援護事業でございます。 

 歳出は以上です。補足説明はございません。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○石原委員  成果報告書の218ページ、社会福祉関係団体などへの育成支援

のところでございますけれども、ここにある社会福祉関係の団体数というの

があるんですけど、主なものでどんなものがあるのか教えていただけますか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  社会福祉関係の団体数が14でござい

ますが、主なものは点訳ボランティアのたまづさ会、それから人形劇グルー

プのわらしべ、手話サークルあけぼの会等で、全部で14団体でございます。
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よろしいでしょうか。 

○石原委員  ありがとうございます。 

 この成果状況のところ、参加団体を今教えていただきましたけれども、参

加人数が、下のほうに課題が書いてありますけれども、高齢化というところ

で進展は伸び悩んでいるということでございますけれども、今後何か具体的

な対策を考えてみえれば、ちょっと教えていただけませんか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  市としての具体的な対策というより

も、社会福祉協議会のほうで団体、ボランティア活動の支援をしていただい

ておりますし、あとサロン活動のほうも充実をしてきていただいております

ので、そういった社会福祉協議会の支援の充実から、こういった団体の活動

の充実につながっていくのではないかというふうに考えております。 

○石原委員  ありがとうございます。 

 決算書のほうへ行きます。決算書の168ページ、169ページ、基幹相談事業

の中にある総合支援協議会事業について教えてください。予算が10万円に対

して５万9,000円と金額が減った理由は何でしょうか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  基幹相談事業の中の総合支援協議会

事業の報償費、予算10万円に対して５万9,000円という決算でございますが、

この報償費は総合支援協議会に参加していただいた委員に対する謝礼金でご

ざいます。予算としましては、１人5,000円を５人分、年間４回実施したと

しまして10万円で計上しておりましたが、実際会議の開催回数が２回でござ

いましたので、失効率が低下しているという状況でございます。 

 この総合支援協議会は、必須となっております内容は前年度の事業結果の

審議、それから次年度の事業計画についての審議、この２回は必須となって

おり、そのほかにつきましては課題、議題が上がったごとに追加開催という

状況でございますので、４回分の予算に対し、令和元年度は２回という実績

でとどまったという状況でございます。 

○石原委員  結構です。ありがとうございました。 

○三輪委員  同じところなんですが、基幹相談事業の中で、昨年度が2,234

万円から1,959万円にちょっと減っています。それで、特に臨時職員等賃金

が439万円から296万円ということでかなり減っていて、成果報告書の252ペ
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ージで相談内容とかも書いてあるんですが、相談ニーズが多様化して体制強

化というふうに書いてあるんですけれども、職員が減っているとしたら、こ

れはどうしてかという理由と、もう一つ、委託のところで、相談事業という

のは委託はされているんですが、こちらは民間への相談事業の委託というこ

となんでしょうか、教えてください。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  まず臨時職員等賃金でございますが、

基幹相談事業の臨時職員につきましては、相談支援に関する専門職種の方を

臨時で雇いたいということで予算を上げておりましたが、実際には募集をか

けましたけれども、該当する方の応募がございませんでしたので、２次募集

という形で追加でまた募集をかけましたが、それでも雇うことができなかっ

たという状況がございましたので、事務職で臨時職員を代替でお願いをした

という状況がございます。１時間当たりの賃金の差がございますので、失効

率が下がったということでございます。 

 それから、基幹相談支援センターの委託でございますが、現在は市役所福

祉課と社会福祉協議会で基幹相談支援センターの相談業務に当たっておりま

して、実際には社会福祉協議会で相談を受けていただく割合のほうが市で直

接相談を受ける割合よりも高くなっている実情がございますので、今後は社

会福祉協議会のほうの職員を充実させ、社会福祉協議会のほうへ移行をして

いきたいというふうに考えております。 

○三輪委員  確認ですが、そうすると、令和元年度については、基幹相談と

いうのは専門職が相談に当たっていないということですか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  臨時職員でお二人専門職の方を雇う

予定でございましたが、お一人だけでとどまったという状況でございます。 

 あと、福祉課の職員に保健師が１人おりますので、その専門職で相談のほ

うはパート職員と臨時職員と一緒になって対応したという状況でございます。

事務職で雇わせていただいた方につきましては、相談業務ではない、ほかの

事務のほうでお手伝いをしていただくというふうで対応をいたしました。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  すみません、じゃあ要望ですが、本当に今いろんなニーズが多

様化してというのがあるんですよね。だから、本当に１人の方でいろんな障
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害を抱えたりしている方もありますので、難しいかもしれないんですが、何

とか専門の方を増やしていただいて、本当に相談できてよかったという基幹

相談支援センターにしていただきたいなと思いますので、要望でお願いしま

す。 

○委員長  要望ということでお願いいたします。 

○山委員  歳出でお尋ねします。 

 171ページの地域自殺対策事業ということで、ここではホームページで

「こころの体温計」の管理委託料と、あとティッシュだとか何か配る啓発の

ものだと思いますが、昨年度、あるいは昨年ですが、江南市の市民で自殺を

された方とか未遂者という統計はどう把握されておられるのかということを

お尋ねしたいと思います。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  厚生労働省の資料によりますが、令

和元年の江南市の自殺者の方につきましては、16名という状況でございます。 

○山委員  多分、人口動態調査のデータだと思うんですけれども、これは市

のほうから県・国に報告を上げていると思うんですけれども、今この人口動

態調査のデータを引いてきたんですけど、独自には把握されていないんです

か。人口動態調査が江南市としての独自の把握という認識なんですか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  福祉課では把握は困難でございまし

て、消防署のほうからの数値は把握することができております。 

○山委員  今はあまりにも細かくなっちゃうんでお尋ねしませんけど、自殺

者が今十数人ですね。それ以外に未遂者というのもおりますし、救急搬送さ

れていない方での自殺もあるんですよね、多分、警察が直接入っているもの

についてはそこに上がってこないので、警察はなかなかこういった情報とい

うのは提供してくれないと思いますけど、そういったことも含めて、自殺者

の実態に迫るようなやっぱりデータをきちっと把握するような努力、私のほ

うから具体策というのはなかなか提案できませんけど、今すぐ、それもちょ

っと今後お願いしたいということをまず１点申し上げたいと思います。 

 それから、これは要望なので結構ですけれども、もう一点ですが、ちょっ

と生活保護の関係でお尋ねしたいと思います。 

 成果報告書の216ページで、これは事業費としては上がっていません。人
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件費の中に含まれるということ、ゼロ予算だと思いますが、これも度々本会

議の一般質問などで問題として取り上げておりますが、いわゆる子供の貧困

対策ということで、貧困の連鎖をなくすために生活保護世帯、困窮者の世帯

のお子さんについてもきちっとやっぱり高校進学をしていただくようなふう

に持っていかなきゃいけないということですが、成果の状況100％で、これ

は結構ですけど、何人そういう対象者がいらっしゃったんでしょうか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  昨年は１名でございました。 

○山委員  それで、ケースワーカーの方と学校、教育委員会、スクールソー

シャルワーカーとかいろいろ、学校の先生だとか、そういった方がおられる

と思うんですけど、福祉と教育の連携というのはどういうふうにされていた

んでしょうか。たまたま結果的に進学したというだけで、何か援助、助言は

していないんですか、特段、福祉課としては。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  成果報告書の成果と課題の分析のと

ころの最後に記載してございますとおり、担当ケースワーカーが助言を行い、

相談に応じるという対応も随時しております。 

○山委員  なかなかそこまで記録は取っていないと思いますけど、そういう

ことを熱心にやっていただきたいのと、やはりここの成果と課題の分析にも

書いてありますけれども、やっぱり学習支援ということで、昨年度この委員

会でも学習支援事業を立ち上げるべきだというような認識の下で視察もして

いますので、なかなかスクラップ＆ビルドで予算厳しいと思いますけれども、

きちっとスクラップしたものに対して、こういった新しいこと、学習支援と

いうのも早急にやっていただきたいということを要望しておきます。 

 それからもう一点お尋ねしますが、生活保護に関しまして、これは決算書

のほうですけど、211ページですが、御高齢の方とか、病気の方だとか、

様々な困難を抱えている方が多いので、当然医療扶助費、医療費というのが

多くなるということは理解しますが、いろいろ高額医療という問題もあるん

ですが、お一人で医療費を使われた最高額というのは幾らでしたか。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  申し訳ございません。現在、資料を

持ち合わせておりません。 

○山委員  それは調べれば分かるんですか。なかなか難しいんですか、これ、
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一人一人見ていくのは。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  通常の業務の中でそういった数字は

把握しておりませんので、特別に数字を計算すると、把握するということと

なります。 

○山委員  答弁がちょっと難しいということなのでやむを得ないんですけれ

ども、やはり生活保護を受けておられる方の実態というのをやっぱりきちん

とつかんでいただきたいので、そういったところをやっぱり見て、私たちも

データに基づいてやっぱりお話ししていかないといけないと思いますので、

そういうことについてまでデータの把握ですよね、ぜひもうちょっと細かめ

に、やれることはやっていただきたいと思います。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  承知いたしました。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  173ページの自立支援給付事業のところで、これが昨年度15億

円ぐらいから17億円と増えているんですけれども、ですが逆に償還金とかい

うのもかなりあるので、多分この自立支援の給付というのが必要な方が増え

ていると思うんですが、かなり増えている理由がもし分かれば教えてくださ

い。 

 あと、成果報告書の210ページと211ページのところで、作業所とかグルー

プホームがこれから必要というようなことが書いてあるんですが、確かに今

高齢になられた障害者の方が親亡き後どういうふうにしていくかというとこ

ろを本当にいろいろ相談もいただいているんですが、これからグループホー

ムを市としてそういう対策というか、何か今後のことで考えてみえることが

あれば教えてください。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  まず自立支援給付費のこととなりま

すけれども、現状は重度訪問介護や生活介護についての利用者の増加が見込

まれております。それから、グループホームの利用者も増えており、あと子

供に関しましては、発達支援事業のほうのお一人当たりの利用日数が増加し

ているという状況がございます。 

 あとグループホームに関しましては、今回、令和２年度の補正予算に上げ

させていただいておりますように、１件グループホームの建設を今年度予定
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しております。今後につきましても、調査の段階ではございますが、令和４

年度以降、建設を検討しているところがあるということは把握をしておりま

す。 

○委員長  ほかに質疑はありませんか。 

○三輪委員  175ページのわかくさ園のところなんですが、以前からちょっ

とわかくさ園については民営化・廃止というような方向も出ておりましたけ

れど、今回ちょっと54万円ほど運営費が減っているというので、これは利用

人数が減少したのかどうかということと、あとそこの成果報告書の212ペー

ジ、213ページとかにも放課後等デイサービスが必要というのがあるんです

が、今、放課後等デイサービスの事業所というのが市内に何か所で、そこへ

もし利用されている方が何人というのが分かれば教えてください。 

○委員長  答えられますか。答えられなかったら、また後で答弁のほうをお

願いしたいと思います。昼からでもいいですので、分かり次第お願いします。  

 ほかにございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて健康づくり課につい

て審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  健康づくり課所管について御説明を

申し上げます。 

 初めに、歳入について御説明申し上げます。 

 決算書の66ページ、67ページ上段をお願いいたします。 

 13款２項３目１節保健衛生手数料、備考欄、健康づくり課所管の江南市休

日急病診療所診療収入はじめ５項目でございます。 

 はねていただきまして、68ページ、69ページ中段をお願いいたします。 

 14款１項２目１節保健衛生費負担金、備考欄、健康づくり課所管の未熟児

養育医療給付費負担金はじめ２項目でございます。 

 はねていただきまして、70ページ、71ページ中段をお願いいたします。 

 14款２項７目１節保健衛生費補助金、備考欄、健康づくり課所管の母子保

健衛生費国庫補助金でございます。 
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 はねていただきまして、72ページ、73ページ上段をお願いいたします。 

 14款４項３目１節保健衛生費交付金、備考欄、健康づくり課所管の子ど

も・子育て支援交付金でございます。 

 はねていただきまして、74ページ、75ページ上段をお願いいたします。 

 15款１項２目１節保健衛生費負担金、備考欄、健康づくり課所管の未熟児

養育医療給付費負担金でございます。 

 はねていただきまして、76ページ、77ページ上段をお願いいたします。 

 15款２項３目１節保健衛生費補助金、備考欄、健康づくり課所管の健康増

進事業費補助金はじめ６項目でございます。 

 恐れ入りますが、少し飛びまして、86ページ、87ページ上段をお願いいた

します。 

 20款５項２目６節健康診査等実費徴収費、備考欄、健康づくり課所管の健

康診査実費徴収金でございます。 

 次に、同ページ下段の11節雑入、備考欄、健康づくり課所管の公衆衛生実

習指導業務委託費はじめ６項目でございます。 

 ２枚はねていただきまして、90ページ、91ページ中段をお願いいたします。 

 20款５項３目１節過年度収入、備考欄、健康づくり課所管の平成30年度分

結核児童日用品費等国庫負担金精算金でございます。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出について御説明させていただきます。 

 恐れ入りますが、決算書の212ページ、213ページをお願いいたします。 

 下段でございます。４款１項保健衛生費、１目健康づくり費、はねていた

だいた215ページの備考欄上段、健康管理事業から225ページ中段に至ります

骨髄提供者等支援事業までの全18事業でございます。 

 健康づくり課所管については以上でございます。補足説明はございません。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○石原委員  決算書の216ページ、217ページの感染症予防・対策事業につい
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て、これは予算が９万4,000円だったんですけれども32万3,000円ぐらい、大

きく増えた理由は何でしょうか。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  こちらに対しましては、新型コロナ

ウイルス感染症の関係で、公共施設のほうに手指消毒液のほうを設置してお

ります。基本は各施設で購入ということですけれども、全く買えない時期が

ございました。そういったときに、健康づくり課のほうが一括で買いまして、

各施設に置いたということも行っておりますので、そういったところにかか

った経費でございます。こちらについては、流用で対応させていただいてお

ります。 

○石原委員  ありがとうございます。 

 同じページの次の予防接種事業についてですけれども、これも予算が２億

5,927万4,000円に対して２億6,611万6,000円とちょっと増えておりますけれ

ども、これの理由も教えてください。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  こちらにつきましては、風疹の追加

的対策ということで、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの方に

対してまず検査ですね、そして抗体価の少ない方には予防接種というような

事業が昨年度ございました。昨年度から３か年かけて実施がされますけれど

も、そちらに対する経費のほうが、実は国の準備も遅れておりまして、当初

予算にのっけることができずに、これは平成31年３月定例会、要は当初予算

と同じタイミングではあったんですけれども、補正予算でお認めをいただい

ております関係上、そちらの経費が当初予算のほうにはのっておりませんで

したので、そういった結果になっております。そちらが主な原因でございま

す。 

○石原委員  ありがとうございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○山委員  決算書ですと223ページの上段になりますし、成果報告書ですと

258ページに細かい数値が実績として報告が上がっております。 

 休日急病診療所の問題でありますが、これも毎年決算のときに話題になる

んですが、令和元年度は75日間開設をして3,019人の診療を行ったというこ

とで、その内訳を見ますと、歯科が132人ということで、単純に計算すると
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132割る75をやると、１日当たり２人来ていない、１人か２人というような

ことで、これは一昔前と比べると大分減ってきていると思うんですが、恐ら

く歯科医師会に加入していない歯医者さんで土・日やっているところがあり

ますので、そういうところに流れているのかなと思いますが、これをどう受

け止めているのか、これだけ来ているからそれでいいじゃないかというふう

にも解釈できますけれども、報酬も当然先生に払わなきゃいけないので、こ

の点をどう認識されているのか、お尋ねしたいと思います。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  まず歯科のほうですけれども、こち

らは診療が基本は午前中だけになります。９時から正午というのが診療時間

になります。それに対して、医科のほうは、内科と外科のほうですけれども、

こちらは９時から夜の７時まで、途中休憩も取りますけれども、診療をする

ということで、まず診療時間が半日であるというところが大きく違っており

ます。 

 次に、受診者が減っているんじゃないかということを、今、山委員さんお

っしゃられましたけれども、ここ３年の実績を見ますと、令和元年度が132

人ですけれども、平成30年度は107人、平成29年度に至っては89人というこ

とで、増加傾向にはあるというところです。 

 とは申しましても、先ほど山委員さんおっしゃられましたとおり、１日１

人もしくは２人という実績もありますので、こちらの点についても、公共施

設の再配置で診療科目を検討してはどうかということも言われております。 

 歯科の先生方にも御相談はさせていただいておりますけれども、実はこの

尾北地区で休日急病、休日に急病を持っている歯科というのが、まずエリア

が江南市、岩倉市、大口町がこの尾北地区のエリアになるんですけれども、

江南市だけだということもあって、歯科の先生方としては、ほかの市町の方

にもＰＲしているから、ぜひ残してほしいと、引き続いてやってほしいとい

うお話をいただいております。 

 また、医科についても、内科系は多いんですけれども、外科が少ないとい

うことなんで、こちらについては尾北医師管内、江南市、犬山市、大口町、

扶桑町、それで岩倉市はちょっと自分のところで医師会を持っていますけれ

ども、お話をさせてはいただくんですけれども、やはり診療科目を見直すと
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いうところについては、今のところ色よい返事はいただいてはいない状況に

はございます。 

○山委員  医師会とか歯科医師会とかとの流れの関係だとか、力関係もそう

ですけど、すぐに変えられないというような御答弁だったと思うんですけれ

ども、これはずうっとこの10年間言われていることで、もう一点お尋ねした

いんですけれども、休日急病診療所運営委託料の中で、これはトータルで約

4,800万円ということでしょうけど、医者の先生だとか看護師だとか歯科医

師だとかに払う報酬というのはそれぞれ単価が決まっていますよね。これに

ついても以前から高いのではないかという、何をもって高い安いというのも

難しいんですけれども、そういう指摘もありますし、今年は３年に１回報酬

についての審議会があると思うんですよね。市議会議員の中から議長が充て

職として出席することになっていると思うんですけど、そういったことを踏

まえて、今、議会との意見を踏まえて見直していくという意向はお持ちでし

ょうか。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  今、山委員さんから御指摘をいただ

きましたとおり、今年度は３年に１回の報酬の見直しの年度に当たっており

ますので、議会からそういった御意見をいただいておるということをしっか

り伝えて、検討のほうをしていただくということで進めてまいりたいと思い

ます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  217ページの予防接種事業のところなんですけど、健康被害者

の給付金と見舞金というのがあるんですが、これについて教えてください。 

 あと、成果報告書の224ページに高齢者のインフルエンザ接種率が58.1％

ということがあるんですが、ちょっとこれは補助があっても少なくて、今年

は無料になるということなんですが、この接種率の低い理由と、今年無料に

なった場合、どの程度になるという予測があるか、分かれば教えてください。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  まず１点目の健康被害についてでご

ざいますけれども、こちらは平成30年度に高齢者肺炎球菌を接種された方で

すね、こちらの方が65歳の方ですけれども、強い副反応が出たということで、

その方の医療費、手当等、お支払いになった分を、県のほうから補助が４分
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の３出ますけれども、そちらをお支払いしておるということと、あと見舞金

というのは、そういった事例が出たときに江南市から5,000円お支払いする

ということで、その方１名の分でございます。 

 次の高齢者インフルエンザの接種に関してですけれども、三輪委員さんお

っしゃられましたとおり、令和元年度の実績は58.1％でございました。これ

は低いんじゃないかというお話でしたが、その理由といたしましては、やは

りこれは義務じゃないですので、任意だものですから、打つか打たないかは

御本人の意思というところがございます。あと、先ほど1,200円がかかると

いうところもやはり一つの理由ということであるとは考えております。 

 ただ、この58.1％というのは、ここ数年の推移で見ますと、平成30年度が

55.2％、平成29年度が56％、平成28年度はちなみに57.2％、平成27年度が

57.7％ということで、ここ５年間でいえば接種率は一番高いです。こういう

状況にございます。 

 そして、今年度無料化が今予定されておりますけれども、こちらについて

接種率はどの程度見ているかというお話でしたが、県知事のほうが記者会見

のほうで75％というお話がございましたので、江南市におきましても接種率

75％でお願いしていくことを予定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○岡本委員  今の関連なんですけれども、江南市のほうは有料でやっていま

すよね。今回無料になってくるということで、今年度もう江南市のインフル

エンザの接種の募集をされていると思うんですけれども、既に支払われてし

まったというか受けられた方、有料で払った方の救済といいますか、それは

そのまま自己負担という形になるのか、今後、振込とかがあるのか、ちょっ

とお願いいたします。 

○健康づくり課長兼保健センター所長  高齢者のインフルエンザの予防接種

というのは、もともと10月15日から開始を予定しておりました。それが国や

県の考えで10月１日に遡って接種ができるように今準備をしておりますけれ

ども、いずれにいたしましてもまだ今年度は始まっておりませんので、お支

払いになられた方はお見えにならないと、10月１日以降でないと市の定期接
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種の対象になりませんので、そういった御心配はまずありません。 

 あと、万が一定期接種の対象の方で、特に県外で接種等されると一旦全額

お支払いいただくわけですけれども、そういった方については、後日こちら

で手続していただきますと、償還払いということで、これは尾北医師会との

契約単価が上限にはなりますけれども、その範囲内でお金のほうはお支払い

するという制度もございますので、大丈夫かと思います。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて保険年金課について

審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いをいたします。 

○保険年金課長  それでは、保険年金課所管の決算について御説明をいたし

ます。 

 最初に、歳入でございます。 

 決算書の68ページ、69ページをお願いいたします。 

 上段にございます14款１項１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金

のうち、保険年金課所管の国民健康保険基盤安定負担金でございます。 

 次に、70、71ページの下段にございます14款３項２目民生費委託金、１節

社会福祉費委託金のうち、保険年金課所管の基礎年金等事務費委託金はじめ

２項目でございます。 

 次に、74、75ページをお願いいたします。 

 最上段の15款１項１目民生費県負担金、１節社会福祉費負担金のうち、保

険年金課所管の国民健康保険基盤安定負担金はじめ２項目でございます。 

 下段の15款２項２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金のうち、保険

年金課所管の後期高齢者福祉医療費補助金はじめ６項目と、その下にござい

ます２節児童福祉費補助金のうち、保険年金課所管の母子・父子家庭医療費

補助金はじめ４項目でございます。 

 次に、84、85ページをお願いいたします。 

 下段にございます20款５項２目雑入、４節医療費付加給付徴収金の障害者

医療高額療養費徴収金はじめ13項目でございます。 
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 次に、86、87ページの下段をお願いいたします。 

 20款５項２目雑入、11節雑入のうち、保険年金課所管の後期高齢者健康診

査委託費はじめ３項目でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 176ページ、177ページをお願いいたします。 

 下段、３款１項３目社会保障費、備考欄、人件費等から182、183ページ中

段の国民年金事業までの12事業でございます。 

 それから、少し飛びまして、208ページ、209ページをお願いいたします。 

 上段にございます３款２項３目医療助成費の福祉医療費助成事業と子ども

医療費助成事業の２事業でございます。 

 以上でございます。補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○石原委員  決算書の180、181ページ、福祉医療費助成事業の後期高齢者福

祉医療費助成事業、予算が２億3,484万2,000円に対して２億1,232万2,000円、

この金額が減った理由は何でしょうか。また、人数が月2,014人に対して何

人という結果でしょうか、お教えください。 

○保険年金課長  後期高齢者福祉医療費の実績につきましては、少し平成30

年度よりも減っている状況なんですけれども、実際の予算積算に当たりまし

ては前年度の伸び率なんかも考慮して積算をしております。過去５年間の実

績を見るんですけれども、前年の伸び率が後期高齢者福祉医療においては

7.7％強の伸び率でありましたので、そうした点を考慮して令和元年度は予

算を上積みしたということでありますけれども、実績としてはマイナスの

4.26％、平成30年度の実績よりも4.26％減りましたので、それだけ差額が出

たということでございます。 

 それから、人数のほうでございますが、全体の受給件数でしか把握をして

おりませんので、何人の方がという把握ではないんですけれども、1,908人

の対象者に対して、受給件数は６万713件という実績になっております。ち

なみに平成30年度のほうは６万396件ですので、少しずつ上がってきている
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という状況になっております。 

○石原委員  ありがとうございます。 

 同じく決算書の180ページ、181ページの福祉医療費助成事業のほうの心身

障害者医療費助成事業について、予算が２億5,483万円に対して２億5,069万

8,000円と金額が減っておりますけれども、この理由は何でしょうか。 

○保険年金課長  心身障害者医療費助成事業につきましても、先ほどの後期

高齢者福祉医療費と同じように、過去５年の実績の推移なんかを見ながら予

算を立てるんですけれども、実際には障害者医療と精神障害者医療の２つに

分かれているんですけれども、障害者医療のほうにおいて、平成30年度の伸

び率が前年に比べて結果として12.5％の増となっていたという、そういった

上昇傾向を考慮して予算を積算いたしました。ところが、結果として令和元

年度の助成費はマイナスの4.4％となりましたので、そうしたことで予算と

実績の差が出たということでございます。 

 それから、申し訳ありません、先ほど後期高齢者福祉医療のところで、令

和元年度の実績を申し上げたところですけれども、伸び率としましては、前

年は７％の上昇だったのが令和元年度は３％の上昇ということでしたので、

その点は少し訂正をさせていただきます。 

○石原委員  はい、結構です。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、ここで暫時休憩いたします。 

午前11時43分  休 憩 

午後１時03分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの午前中の議案第64号の福祉課の審査中、三輪委員の質疑に対しま

して、答弁保留となっておりましたことに対しまして当局から答弁を求めま

す。 

○福祉課長兼基幹相談支援センター長  よろしくお願いいたします。貴重な

お時間をいただきまして申し訳ございません。 

 三輪委員からの御質問で、まず１点目、わかくさ園の決算が前年度比54万
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円減少していたのは、利用者が減少したためか、どういった理由かという御

質問でございました。 

 各年度の３月時点での実績を平成30年度、平成31年度と比較をいたします

と、わかくさ園の延べ利用人数が平成30年度は303人で、１日平均の利用人

数が10.48人でございました。それに比べ、平成31年度は利用延べ人数が327

人、１日平均利用人数が14.41人ということでございますので、利用者が減

少した状況ではございません。逆に利用者が増えているという状況でござい

ます。 

 では、54万円減少した理由でございますが、平成30年度におきまして、臨

時で駐車場の修繕費が11万8,800円、それから非常通報装置の取替え修繕６

万7,902円という臨時的な修繕料が発生をしておりました。それに加え、平

成30年度は花壇の撤去工事及び療育用具でございますプレイバルーンの購入

費がございまして、花壇の撤去工事費が17万2,800円、プレイバルーンの備

品購入費が７万6,896円という臨時的な歳出が平成30年度は特別にございま

したので、平成31年度は減少したという状況でございました。 

 次に、２点目としまして、放課後等デイサービスの事業所が市内に何か所

あり、また利用者が何人かという御質問でございました。 

 わかくさ園が該当いたしますのは、児童発達支援の事業所でございまして、

御質問にございました放課後等デイサービスは、就学していらっしゃる子供

が、学校が終わってからなどに御利用されるデイサービスでございます。市

内の放課後等デイサービスの事業所は11か所、児童発達支援の事業所は７か

所でございます。 

 平成31年度の利用実績でございますが、年間の総利用数、総利用日数を12

で割り算いたしまして、およその１か月の利用人数と利用日数を出しますと、

児童発達支援は、平成30年度は利用人数が64人、利用日数が367日、平成31

年度は利用人数が73人、利用日数が605日でございました。放課後等デイサ

ービスにおきましては、平成30年度の利用人数が201人、利用日数が2,219日、

平成31年度は209人で利用日数が2,377日ということでございますので、どち

らも伸びているという状況でございます。 

 次に、三輪委員のほうから基幹相談事業の専門職の配置について要望がご
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ざいました件について、補足で御説明をさせていただきます。 

 平成31年度は、臨時職員、パート職員の雇用が予定どおりにいきませんで

したが、今年度、令和２年度に関しましては、年度当初から専門職のパート

職員２人任用ができておりますので、補足で追加で御説明をさせていただき

ます。よろしくお願いします。 

 それから、山委員のほうから御質問をいただきました生活保護費の医療費

の最高額につきまして、数字が出ましたので、答弁させていただきます。 

 最高額が986万490円でございました。この方は、がんの治療のために高額

になったという状況でございました。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  続きまして、教育部教育課について審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○教育課長  教育課の所管について、該当ページを御説明させていただきま

す。 

 初めに、歳入でございます。 

 決算書の64ページ、65ページをお願いいたします。 

 最上段でございます。13款１項７目教育使用料、１節小学校使用料は、学

校施設目的外使用料（電柱）はじめ４項目でございます。 

 その下の２節中学校使用料も、学校施設目的外使用料（電柱）はじめ４項

目でございます。 

 次に、70ページ、71ページをお願いいたします。 

 中段やや上、14款２項５目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金は、要

保護児童就学援助費補助金はじめ４項目でございます。 

 その下の２節中学校費補助金は、要保護生徒就学援助費補助金はじめ４項

目でございます。 

 次に、72ページ、73ページをお願いいたします。 

 中段やや下、14款４項５目教育費交付金、２節小学校費交付金は、学校施
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設環境改善交付金はじめ２項目でございます。 

 その下の３節中学校費交付金も、学校施設環境改善交付金はじめ２項目で

ございます。 

 次に、76ページ、77ページをお願いいたします。 

 中段でございます。15款２項６目教育費県補助金、１節教育総務費補助金

のうち、右側備考欄、教育課所管は、放課後子ども教室推進事業費補助金は

じめ３項目でございます。 

 次に、78ページ、79ページをお願いいたします。 

 中段やや下、15款３項７目教育費委託金、１節教育総務費委託金は、キャ

リアスクールプロジェクト事業委託金はじめ３項目でございます。 

 次に、80ページ、81ページをお願いいたします。 

 中段やや下、16款１項２目利子及び配当金、１節利子及び配当金のうち、

右側備考欄、教育課所管は、江南市横田教育文化事業基金利子はじめ２項目

でございます。 

 次に、82ページ、83ページをお願いいたします。 

 中段、18款１項１目基金繰入金、１節基金繰入金のうち、右側備考欄、教

育課所管は、江南市ふるさと応援事業基金繰入金はじめ３項目でございます。  

 次に、88ページ、89ページをお願いいたします。 

 20款５項２目雑入、11節雑入のうち、右側備考欄、下段、教育課所管は小

学生平和教育研修派遣事業費負担金、その下の中学生海外研修派遣事業費負

担金、その下の太陽光発電余剰電力売払収入、３つ飛びまして、中学校空調

設備設置工事電気使用料実費徴収金の４項目でございます。 

 92ページ、93ページをお願いいたします。 

 中段やや上、21款１項５目教育債、２節小学校債は、古知野東小学校及び

布袋北小学校の便所改造事業債はじめ２項目でございます。 

 その下、３節中学校債は、古知野中学校の便所改造事業債はじめ２項目で

ございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 大きくはねていただきまして、310ページ、311ページをお願いいたします。 

 上段、10款１項１目教育支援費でございます。 
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 次に、316ページをお願いいたします。 

 中段でございます。10款１項２目教育環境費でございます。 

 次に、322ページをお願いいたします。 

 下段、10款２項１目小学校費でございます。 

 次に、332ページをお願いいたします。 

 中段でございますが、10款３項１目中学校費でございます。 

 教育課所管については以上でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○石原委員  決算書の321ページの横田教育文化事業について、何点かお伺

いします。 

 最初に、19節の負担金、補助及び交付金に、奨学資金交付金とありますけ

れども、これはどんなような内容でしょうか。 

○教育課長  奨学資金交付金につきましては、優秀者などの入選者に対する

奨学金となっています。具体的には、最優秀者が中学生１名、高校生１名で、

それぞれ５万円の小切手を交付しております。次に、優秀者が中学生３名、

高校生２名で、それぞれ３万円の小切手を。優良者が中学生８名、高校生８

名で、それぞれ２万円の小切手を交付しているものでございます。 

○石原委員  参加賞というのはあるのでしょうか。 

○教育課長  参加賞につきましては、８節にございます報償費でございます。

19万85円が決算額となります。具体的には、シャープペンシルと消しゴムの

セットをお渡ししております。 

○石原委員  それでは、昨年度の応募者数はどの程度でございましたでしょ

うか。 

○教育課長  中学生が1,170点、高校生が863点で、合計2,033点でございま

す。 

○石原委員  今年度、新型コロナウイルス感染症のコロナ禍ということでご

ざいますけれども、弁論大会を実施するのでしょうか。実施するのであれば、
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感染症予防策はどのようにされるんでしょうか、教えてください。 

○教育課長  今年度につきましては、現時点では、11月８日日曜日にＨｏｍ

ｅ＆ｎｉｃｏホール、小ホールで実施する予定でございます。感染症予防対

策といたしましては、まだ現在検討段階ではございますが、民生委員などの

来賓の方の出席を見合わせ、入場者を保護者と学校関係者に限定するなど、

会場が密にならない配慮や開催時間が短縮できないかなど検討中でございま

す。 

○石原委員  これは要望になりますけれども、しっかりと感染予防対策を行

っていただきますようお願いします。 

 続きまして、成果報告書の151ページのコミュニティ・スクール事業につ

いてお伺いします。 

 この主要施策の成果報告書の151ページのコミュニティ・スクール事業で

すけど、中段の決算状況の中で、予算の執行率が72.9％と低いんですけれど

も、理由は何でしょうか。 

○教育課長  コミュニティ・スクール事業、学校運営協議会につきましては、

平成29年度に２校でスタートいたしまして、令和元年度には全小・中学校で

学校運営協議会を設置しています。この事業につきましては、各学校の協議

会委員の謝礼が主な事業費となっておりまして、執行率が低かった理由でご

ざいますが、当初見込みより各学校の会議の回数が少なかったことによるも

のでございます。この中には、年度末、新型コロナウイルスの影響により、

会議を中止したことも一つの要因であると考えております。 

○石原委員  現在、全小・中学校で学校運営協議会を実施しているというこ

とでございますけれども、学校間、横の連携は図っているのでしょうか、教

えてください。 

○教育課長  令和元年度から、全小・中学校で学校運営協議会が設置された

ことを受けまして、今年８月でございますが、学校間の情報交換を行うため

に、各学校が参加するコミュニティ・スクール情報交換会というようなもの

を開催いたしました。この中で事例発表やグループ協議などを行い、学校間

の連携を深めるとともに、今後の各学校の取組の参考になったものというふ

うに考えております。以上です。 
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○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  325ページの就学援助事業のことでお願いします。 

 今年は3,843万7,889円で昨年からかなり増えておりますが、昨年が3,558

万4,622円ということで、人数的に何人ぐらい増えたかということと、あと

主要施策の成果報告書としては充実が必要ということですが、例えば卒業ア

ルバムとか、範囲の拡大というのが考えられていないかどうか、ちょっとお

聞きしたいと思います。 

○教育課長  まず人数の推移について申し上げますと、平成29年度から申し

上げますと、要保護・準要保護合わせまして、平成29年度が776人、平成30

年度が852人、令和元年度が885人でございますので、平成30年度と令和元年

度では33人増加しているというような状況でございます。また、そのほかの

今おっしゃられたメニューにつきましては、現時点では実施するようなこと

は考えておりません。 

○三輪委員  今回やっぱり新型コロナウイルス感染症の関係で、今までは就

学援助が要らなかったんだけど、就学援助をぜひというところもあると思う

ので、ほかの自治体では、結構この要件についての周知が非常に詳しくされ

ているところもあると思いますので、就学援助、必要な方に援助ができるよ

うにＰＲといいますか、困っているときは援助が受けられるんだよというこ

とを各学校というか、ＰＲをしっかりしていただいて、必要な人が受けられ

るようにしていただきたいなあと思います。要望です。 

○委員長  要望ということです。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○山委員  今の就学援助の問題に関しまして、実数、人数は今御報告いただ

きましたが、援助率といいますか、全児童・生徒に対してのパーセンテージ

というのはどのぐらいになりますか。 

○教育課長  これも平成29年度から申し上げますと、平成29年度が9.3％、

平成30年度が10.3％、令和元年度が10.7％と、こちらも増加傾向にあるとい

うふうでございます。 

○山委員  今年度は、コロナ禍ということで経済的に苦しい方も増えてきて、

また増えてくるということになるだろうと思うんですけど、一応この数年間
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は景気が回復しているというのが政府見解だと思うんですが、こうやって増

えてきているということは、これは悪いわけじゃないんですが、捕捉されて

いるということで。この制度についての周知が進んだという理解でいいのか、

いや、そうではなくて、やっぱり地域経済が厳しくて、みんな保護者の方も

厳しいということなのか、この辺をどう分析されておりますか。 

○教育長  制度につきましては、就学時健康診断の折に保護者対象で確実に

伝えておりますし、それから、各学校からも通知文を出しながら対応してお

りますので、その効果もあるかも分かりませんし、ただ、人数が増えている

のは、途中でパート収入等々が少なくなったとか、いろんなことで理由を申

し出ていただいた方に対して、審査をして対象にしているという状況であり

ますので、その原因が具体的にどういうものかというのはなかなか分析はし

にくいですけれども、一般的には収入が少なくなったよということでの申請

が多いというふうに私は理解をしております。 

○山委員  ちょっと別のテーマで。 

 決算書でいいますと、311ページに該当するかと思いますが、産業医の謝

礼ということで、ここにも産業医との面談ですとか、そういったこともやっ

ておられると思うんですが、最近あまり言われなくなったんですけれども、

学校の先生の働き方の問題で、長時間労働だとか、深夜遅くまでやっている

よということが議会でも問題視されたし、社会問題にもなっているし、また

コロナ禍で、今年もそれはそれで大変な思いをされていると思うんですけれ

ども、昨年度においてはそうした長時間労働の是正ですとか、タイムカード

を置いたりもしているんだろうと思いますし、あるいは、それに関しては部

活の指導も結構大変だということですけど、そういったことについて是正だ

とか、教育委員会としての指導というのはされていると思うんですけど、ど

ういった取組がされましたか。 

○教育課管理指導主事  時間外労働、残業時間については、タイムカードで

管理をして、毎月報告をいただいております。３年前からずうっとタイムカ

ードをやっているんですけれども、年々減ってきていることは事実ですけれ

ども、学校としましては、やはり教育活動のまず見直しという点が一番大き

いんじゃないかなあと思います。また、教育委員会としても、教育委員会と
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して行っている事業も削りながら進めているという状況です。 

○山委員  ちょっと漠然とした聞き方だったので、あまり詳細な答弁ではな

かったと思いますけれども、別な聞き方をしますと、以前、一月の時間外労

働が二百数十時間という方がいらっしゃったと思うんですけど、この期に及

んでは、そういうことは是正されていますでしょうか。 

○教育課管理指導主事  ８月中旬に学校閉校日がありましたので、２週間。

明らかなことは言えませんけれども、小学校では80時間を超えた教員が３名、

80時間から100時間が２名、100時間以上が１名という結果でした。 

 中学校につきましては、ちょっとここは数字が言えませんけれども、80時

間超えが十何名ありました。それで、250時間超えはなくて、80時間から100

時間、超えても100時間を少し超えるあたりで今落ち着いているというとこ

ろです。ほとんどの職員は80時間未満ということです。 

○山委員  もちろんそうでなくてはならないと思うんですけど、以前、調べ

ていただいたら、一月で最高二百数十時間という方がいたので、二百数十時

間というと、家にも帰れないし、寝る時間もないぐらいだと思うんですけど

ね、普通に考えて。だから、ちょっと特異なケースだということは伺いまし

たので、そのときは理解したんですけど、それはさすがに今是正されている

んですよね。200時間超えですからね。 

○教育長  以前は確かにそういう方が、たくさんというのはありません。本

当に特定される方がございましたので、校長のほうからも十分に指導してい

ただく、当然管理職の仕事になるわけですから、指導をしていただいて、今

は是正をされていますが、それでもやはり先生の生活リズムがあるもんです

から、結果的には100時間を超えている状況はございます。 

 ただ、全体としては、働き方改革の中で各学校が取組を強化しながら、全

体として数字が減ってきていることは確かでございます。部活動の指導につ

いても、時間の繰上げだとか、そういうような形で、できるだけ在校等時間

が減るような取組を各学校、本当に真剣に取り組んでいただいているという

ふうに思っています。 

 ただ、なかなか数字で表しますと、明らかにがっと減るというような状況

はないんですけど、それを本当に多くの先生方は意識改革をしながら取り組
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んでいただいているというふうに思っておりますので、今後ともそれは厳し

く私どもも見守っていきたいというふうに思いますし、指導もしていきたい

というふうに思っております。 

○委員長  ほかに。 

○三輪委員  ちょっと今のに関連して。 

 335ページに、部活動支援事業というのが351万1,200円あるんですが、今

その支援に来ていらっしゃる方というか、部活動に外部から来ていらっしゃ

る方が何人くらいで、今後こういうのを増やしていくというような方向が文

部科学省からも出ていると思うんですが、今後増やしていく予定があれば教

えてください。 

○教育課長  まず人数で申し上げますと、24人の方にお願いをしております。

こちらは１回につき２時間で、月３回程度指導をお願いしているというよう

なものでございます。 

 今後こちらのほうを拡大するかどうかについては、現時点ではそのような

考えはありません。 

○教育長  ちょっと補足でございますけれども、文部科学省のほうから、つ

い最近でございますけれども、働き方改革の一環として、部活動の学校部活

動と地域部活動というような取組をしていくというような動きがあるようで

ございます。研究指定をしながら進めてきて、ちょっと記憶が曖昧ですけれ

ども、2023年ぐらいに、そういう形を全面的に施行していくというような話

も聞いておりますが、先生方もやりたい方が見える、やりたい方がどういう

ふうにまたやれるのか、あるいは地域の方をどういうふうに招聘しながらや

るのか。なかなか課題は多いようでございますけれども、そういう動きもあ

ることは事実です。 

 本市の部活動の講師は、あくまでも実技講師ということでありまして、実

技の補助をしていただくというような形になっています。これについては、

今後もこのまましばらくは当面続けていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○山委員  そうしますと、ちょっと話題を変えまして、315ページの教職員

研修事業ということで、様々な研修ですとか、勉強会の関係の負担金だとか、
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補助金というのが載っておりますが、これも先日、私、一般質問で取り上げ

たんですけど、行政経営課が主催しています補助金等検討委員会、外部委員

会の中で見直しの対象に上げられていて、恐らく校長会でしたか、教頭会の

負担金というのがちょっと見直しできたというような判定という意見だった

と思うんですが、昨年度においては、こうした校長会負担金、教頭会負担金、

これは317ページの一番上に載っておりますけどね。こうしたものをはじめ

として、どういったことが実際行われたんでしょうか。 

○教育長  これにつきましては、校長会につきましては、丹葉地方の校長会

組織がございます。それから尾張地区の校長会組織がございます。それから

県の組織があります。東海・北陸があって、全国、要するにそういうところ

への負担金のことでありますので、なかなかそういう組織の中で活動するた

めには、そういう負担金で対応しなきゃいけないということでありますので、

具体的にはそういうところの研修会に参加していくとかいう形になろうかな

というふうに思っております。教頭会も同様でございます。 

○山委員  それから、これもよく話題になるんですけど、成果報告書に記載

がありますが、今度はまたちょっと別の話になりますが、不登校のお子さん

の問題で、成果報告書で126ページ、傘マークとか、晴れマークとかついて

いるんですけれども、これは達成率が何％かというのは、割り算すれば出て

くるんですが、ところが、これは中学生に限ってみると、基準値が平成28年

度で4.78で、実際、昨年度が4.90ということで悪化をしているわけですね。

よくはなっていないわけですね。ちょっと微増ですけど、それに対して晴れ

マークがついているというか、ちょっと違和感を覚えるんですね。全体の指

標の一つですので、仕方ないと思うんですけれども、これについては、お隣

のＹｏｕ・輝だとか、スクールソーシャルワーカーの方だとか、いろいろな

サポートとか、支援というか、指導といったことはされていると思うんです

けど、具体的に不登校の方を減らすための取組として、どういうことに取り

組んでこられたんですか。 

○教育課長  例えば、各学校で組織しておりますいじめ・不登校対策研究会

という組織がございまして、その中で、教員間の情報交換や広報紙の発行、

講演会などを実施しております。また、各学校では学級満足度調査（Ｑ－Ｕ
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アンケート）を年２回実施しておりまして、こちらのほう、クラスの雰囲気

であったり、友人関係であったり、聞く項目がございまして、こちらのほう

のアンケートをただ単に実施するだけでなく、アンケート結果をしっかり分

析し、活用することが重要であるというようなことで考えております。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  311ページの特別支援学級等支援職員配置のことについてお聞

きいたします。 

 成果報告書の118ページで、目標が20人を超えて、現在23人の方が配置さ

れているということで、大変しっかり配置していただいていると思うんです

けれども、小・中学校の数と、あと特別支援学級に配置されているのか通常

学級で配置されているのか、その人数的な割合がもし分かれば教えてくださ

い。 

○教育課長  まず人数でございますが、令和元年度が23人であったところを

令和２年度は26人に、３人増員のほうをしております。小・中学校合わせて。 

 令和元年度で申しますと、小学校で20人、中学校で３人。令和２年度が小

学校で23人、中学校で３人といったように、小学校のほうで３人増加してい

るというところでございます。 

○教育長  特別支援学級だけかという話ですが、特別支援学級が多いと思い

ます。ただ、実際に通常学級にも支援を要するような子たちもいますので、

学校によっては、そういうところへの支援をしている。学校実態が違うので、

それぞれ学校長に、支援の仕方についてはお願いをしているという状況でご

ざいます。 

○三輪委員  ありがとうございます。多分学校によってそれぞれ違いますの

で、校長裁量で配置は決まってくると思うんですけど、やっぱり今本当に支

援が必要な子が増えてきておりますので、今年、本当に３人増やしていただ

いてありがたいと思うんですが、まだ足りないという状況じゃないかなと思

いますので、今後またぜひ増員、学校希望がありましたら、増員のほうをお

願いしたいと思います。要望です。お願いします。 

○山委員  決算書のページ数でいいますと、329ページの小学校費、あと339

ページの中学校費で学校管理運営事業ということで、学校で使われているお
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金のことが書いてありますが、よくこれは議会でも議論するときに、学校配

分予算ということを教育長がおっしゃるんですけれども、それは、この中の

どこに該当するのか、あるいはほかの項目なのかということと、実際に学校

の裁量で、校長先生、管理職の方ないし現場の先生が買ってもいい物品だと

か、金額とかというのは定められているんでしょうか。 

○教育課主幹  今御紹介がありました学校管理運営事業の中に、消耗品です

とか、燃料費ですとか、そういった費目がありますが、こちらを各学校のほ

うに予算を分配しております。先ほど委員が言われましたように、その分配

した枠の中で、学校のほうである程度自由に必要なものを買っていただいて

おります。 

○教育長  分配予算という、学校規模があるので、当然児童・生徒数、それ

から教員数合わせまして総額を分配していくという意味の分配というふうに

考えていただければ結構だと思います。それから、教材備品とか、あるいは

校務備品というのは、分配されたものを、学校が予算委員会を持ちますので、

学校の中で何が優先順位で一番必要なのかということを決めて購入していく

ということですので、学校裁量ということになろうかなあというふうに思っ

ています。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○岡本委員  じゃあ、ちょっと１つだけお願いいたします。 

 ページ数でいきますと、331ページ、学校施設整備等事業の中で工事請負

費のプールサイド床改修工事費ですけれども、今回古知野南小学校のほうが

されておりますが、プールのほう、かなり老朽化してきておりますし、あち

こちで。今後ほかのプール施設にも、こういった改修の予定はあるのでしょ

うか。お願いいたします。 

○教育課長  プールにつきましては、本来であれば、今年度民間委託という

ようなことで、藤里小学校の５・６年生、門弟山小学校の５・６年生、あと

西部中学校の全学年で民間委託をしていくというような予定だったんですが、

このコロナ禍の影響によりまして、現時点では民間委託は西部中学校の３年

生のみというようなところで考えております。 
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 それで、御質問の今後のプールをどうしていくかというようなことでござ

いますが、民間委託できるところは民間のほうでお願いして、それ以外の部

分で、改修が必要な部分については改修していくというような考えでいます

ので、お願いいたします。 

○岡本委員  ありがとうございました。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続きまして、学校給食課に

ついて審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  それでは、学校給食課所管に

ついて説明させていただきます。 

 初めに、歳入でございます。 

 決算書の64、65ページをお願いいたします。 

 中段の13款１項７目教育使用料、４節保健体育使用料は、給食センターの

目的外使用料でございます。 

 続きまして、86、87ページをお願いいたします。 

 上段の20款５項２目雑入、９節学校給食センター給食費徴収金は、学校給

食の徴収金でございます。 

 続きまして、88、89ページをお願いいたします。 

 下段の20款５項２目雑入、11節雑入のうち、右側備考欄の学校給食課分は、

学校給食用コンテナ転倒事故和解金ほか２項目でございます。 

 続きまして、歳出を説明させていただきます。 

 大きくはねていただきまして、364、365ページをお願いいたします。 

 やや上段から、10款５項２目学校給食費でございます。 

 説明は以上です。補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○山委員  １点伺います。 
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 最近あまり本会議の議案質疑とかでは話題にならないんですけれども、毎

年この決算になりますと、給食費の滞納、未納についての状況というのは、

今どうなっているのか。過年度分というのはなかなか難しくなっていくと思

うんですけど、現年度分で見ていくとどうなのかということですね。状況は

改善しているのか、あるいはそうでもないのかということを。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  令和元年度につきましては、

現年度分がやや増えております。50万円、60万円ぐらい増えているんですが、

この要因としては、まず初めに滞納される方の数が多くなっていると。もう

一点は、今年度３月に新型コロナウイルス感染症の関係で小・中学校が臨時

休業になりました。各小・中学校は、年度末にそういった滞納の事務を行う

ということで、その事務ができなかったところで増えたというふうに思って

おります。 

 参考までに、６月から７月にかけて令和元年度分の納入金が入っているん

ですが、こちらについては小学校が約10万円ぐらいで、中学校については約

30万円、40万円入っている状況なので、やはり３月に事務ができなかったこ

とが大きな要因だと思っています。 

○山委員  その事務ができなかったとおっしゃいましたけど、子供は来ない

わけですね。学校が休校だから行けないわけで、だからその分、むしろそう

いう事務的なことがはかどるんじゃないですか。ちょっとその辺がよく分か

らないんですけど。回収に行けないということ。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  通常ですと、保護者会などで

そういったことを周知されるんですが、そういった行為ができなかったとい

うところです。 

○山委員  滞納している人数ですとか、平均でどれぐらいだとかということ

も多分把握されていると思いますけど、いかがですか。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  昨年度末で申し上げますと、

滞納者数が316人、世帯数でいいますと220世帯で、今年度３月で申し上げま

すと、滞納者数が360人。プラス44人。世帯数で申し上げますと258世帯。プ

ラス38世帯となっております。 

○山委員  １世帯の平均というのは、大体数万円ということですか。１人当
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たり。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  滞納については、それぞれの

世帯の状況にもよるんですが、今現在ですと40万円、50万円というのが、過

年度も含めてなんですけど、最高金額です。 

○山委員  最後にもう一点。 

 先ほども質問しましたけど、就学援助費は給食費を含んでいますので、例

えばそういうふうに経済的に苦しいとか、何か難しい状況があるところには、

そういう制度をお知らせするだとかということも多分やっておられると思う

んですけれども、それがどうかということと、逆に、就学援助制度を受けて

いても滞納されている方もいらっしゃると思うんですけれども、それは例え

ば学校長の口座に委任状を取って振り込んでもらうこともできるので、そう

いった対策もやっていくべきだと思うんですけれども、その点はどうでした

か。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  就学援助制度とかを使ってみ

える方もお見えになりまして、滞納になれば、そういった学校長預かりとい

うことでやってはいるんですが、滞納の今の現在の大半は、資力があって、

なおかつ払っていただけないという世帯が多いようです。 

○教育長  就学援助の方につきましては、最終的に決定通知を出すときに、

３か月程度滞納が続くような状況があれば学校へ委任していただくというこ

とが条件にしてあります。したがって、そういう方については、必然的に学

校口座のほうへ入れていただくと。それから、最初から学校口座をお願いし

ますという方も多く見えますので、そういう方って、比較的滞納は少ないん

です。 

 今、課長が申しましたように、収入があるんだけれども、意識の問題なの

かも分かりませんが、そういう方が何名か見えるという状況はあるかなあと

いうふうに思っております。学校としても、そういう滞納が続く方について

も、例えば収入があっても滞納が続くのは何か理由があるだろうということ

で、もし何かあればということで、相談をするという機会は持っているとい

うふうに思っております。 

○山委員  課長が答弁されたように、資力があるけど、払える能力があるけ
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どということですけれども、それは例えば指定する、口座引き落としだと思

うんですけれども、そういうところにお金を入れにいかないとか、面倒くさ

いというぐらいの意識なのか、あるいは義務教育だからということで、そん

なもの必要ないというふうにおっしゃる方なのか。資力があるけど払わない

ということがちょっとよく分からないんですけれども、もうちょっと補足し

ていただけませんか。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  中には、口座にお金を入れ忘

れて滞納になってしまったと、後々お支払いに来る方もお見えになります。

仕事が忙しくて、なかなか払えなかったという状況なんですが、ほかの方に

ついては、年に１回、支払いのお願いということで通知をさせていただいて

いるんですが、そういった通知を送らせていただいても、なかなか反応がな

いというところが現状です。 

○委員長  いいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  お願いします。 

 367ページの調理員の派遣委託料の45万5,576円で、今回は派遣は３月のみ

だったかと思うんですが、３月は給食がなかったわけですけれど、結局その

派遣で何人いらっしゃって、延べ何日間いらっしゃったのか、分かれば教え

てください。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  本来であれば、３月の試行期

間ということで15日間を予定しておりました。新型コロナウイルス感染症の

関係で給食が提供できないという状況になりまして、３月分について、春休

み期間中、６日間について、新年度の準備ということで派遣に来ていただき

ました。 

 派遣職員は６人見えるんですが、まず北部学校給食センターから申し上げ

ますと、主任級の方が２日間、副主任級の方が３日間、３番目の方がゼロ日

です。 

 南部学校給食センターにいきまして、主任級が３日間、副主任級が６日間、

３番目の方が３日間という状況です。 

○委員長  よろしいでしょうか。 
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○三輪委員  確認ですが、その15日間でもともと予算があったんだけれど、

この６日間で、令和元年度に関しては必要経費が少なくなったということで

すね。 

○学校給食課長兼南部学校給食センター所長  そのとおりです。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いて生涯学習課について

審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  それでは、生涯学習課所管の初めに歳

入につきまして御説明をさせていただきます。 

 決算書の60ページ、61ページの下段をお願いいたします。 

 13款１項２目民生使用料、１節社会福祉使用料でございます。61ページ、

備考欄の生涯学習課分、学習等供用施設使用料はじめ学習等供用施設に係る

４項目でございます。 

 次に、64ページ、65ページの上段をお願いいたします。 

 13款１項７目教育使用料、３節社会教育使用料は、公民館使用料はじめ10

項目でございます。 

 続きまして、76ページ、77ページの中段やや下をお願いいたします。 

 15款２項６目教育費県補助金、２節社会教育費補助金の放課後子ども教室

推進事業費補助金でございます。 

 続きまして、80ページ、81ページの中段やや上をお願いいたします。 

 16款１項１目財産貸付収入、２節使用料及び賃借料でございます。 

 81ページ備考欄の生涯学習課分、図書館自動販売機設置場所貸付収入はじ

め３項目でございます。 

 次に、その下の項目をお願いいたします。 

 ２目利子及び配当金、１節利子及び配当金でございます。 

 81ページ、備考欄の生涯学習課分、江南市新図書館建設事業等基金利子で

ございます。 

 続きまして、82ページ、83ページの中段をお願いいたします。 
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 18款１項１目基金繰入金、１節基金繰入金、83ページ、備考欄の生涯学習

課分は、江南市国際交流事業基金繰入金はじめ３項目でございます。 

 続きまして、84ページ、85ページの中段やや下をお願いいたします。 

 20款５項２目雑入、１枚はねていただきまして、86ページ、87ページ上段

やや下の10節電話料収入、87ページの備考欄の生涯学習課分は、電話使用料

（学習等供用施設）はじめ２項目でございます。 

 続きまして、86ページのすぐ下、11節雑入でございます。 

 はねていただきまして、89ページの備考欄の最下段、生涯学習課分といた

しましては、空調設備室外機修繕費返納金はじめ５項目でございます。 

 次に、はねていただきまして、92ページ、93ページの上段やや下をお願い

いたします。 

 21款１項５目教育債、１節社会教育債、93ページの備考欄の市民文化会館

改修事業債でございます。 

 歳入は以上でございます。 

 続きまして、歳出のほうをお願いいたします。 

 184ページ、185ページの中段やや下をお願いいたします。 

 ３款１項５目学習等供用施設費でございます。 

 少しページが飛びますが、340ページ、341ページの下段をお願いいたしま

す。 

 10款４項１目生涯学習費でございます。 

 続きまして、350ページ、351ページの中段をお願いいたします。 

 10款４項２目文化交流費でございます。 

 356ページ、357ページの上段やや下まででございます。 

 生涯学習課分としては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○三輪委員  349ページに図書館の修繕料ということであるんですけれども、

これは指定管理に入らないところじゃないかと思うんですが、どういう修理

だったのか、分かれば教えてください。 
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○生涯学習課長兼少年センター所長  こちらは、建築基準法第12条に基づく

点検報告により、県のほうから是正の指摘がございまして、図書館の１階か

ら２階に行く階段のほうで防炎の垂れ壁が必要だということで、その設置を

したものでございます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  353ページの市民文化会館整備等事業の中の舞台照明操作卓改

修というのが、7,348万円というすごい高額なんですが、こういう改修につ

いて、入札とか、そういうことがあるのか、どうしてこの金額になったのか、

もし分かれば教えてください。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  こちらは、市民文化会館の舞台照明の

調光用の操作卓のほうが劣化が進んでおりまして、保守点検をしている業者

から操作部分や電源部などの修理をしていただいて、延命措置を行っていた

だいていたんですが、基盤やそういう重要な部分のほうが製造中止となりま

して、修理が不可能であったということで、また平成30年９月にメーカーサ

ポートが終了したということで、その操作卓などをちょっと更新したという

ことでございます。 

 入札につきましては、こちらは建築のほうに設計等の依頼を行いまして、

総務課のほうで入札は適正に行っていただいております。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○山委員  昨年度の決算か、あるいは当初予算の審査の折にも話題になりま

したが、成人の集い開催補助金ということで100万円が執行されております

が、昨年度はどういうお金の使われ方がされたのでしょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  こちらの補助金につきましては、成人

の集いにつきましては、実行委員会、成人の方が自ら実行委員会を立ち上げ

ていただいて開催をしています。そちらに対する補助でございますが、内容

といたしましては、会場の借り上げ費であったり、当日のパンフレットの作

成をしていただいたり、あとは当日かかる費用などに使っています。 

○山委員  今、当日にかかる費用とおっしゃったんでしょうけど、それはよ

く分からないんですが、ゲームか何かをやって、アトラクションで景品とい
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うか、商品だとか、そういうので使っているんじゃないですか。海外旅行が

当たるとかというようなこともやっていたんじゃないですか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  景品のほうにも使っています。当然そ

の辺りは市のほうと、あと市と共に後援をしていただいている青年会議所の

ほうとチェックはしておりますので、過大であるかどうかというのは、過大

でないという判断をしております。 

 すみません、今の当日にかかる費用につきましては、市の市費以外にも企

業の協賛金のほうも充てておりまして、全てが市費を使っているということ

ではございませんので、よろしくお願いいたします。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  353ページの歴史民俗資料館のことでちょっとお聞きしたいん

ですが、古文書のデジタル化というのがあって、毎年結構金額があるんです

けれども、古文書はこれから残していくのに必要かと思うんですが、これは

デジタル化したものもちゃんと市民が見られるという状況になっているんで

しょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  こちらの古文書デジタル化委託料につ

きましては、地籍図のほうがかなり老朽化をしていると。かなりぼろぼろに

なってきているということで、こちらを今後残していくということで、デジ

タル化を行ったものでございます。こちらにつきましては、また継続的には

デジタル化していくようには考えております。 

 一応、展示のほうもしています。ちょっと確認いたしますが、見ることは

可能であると思っております。 

○三輪委員  実際のものとデジタル化のものと両方ということか、デジタル

化したものはもうどこかに入れてしまって、実際のものは見られないという

ことでしょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  実物については、かなり老朽化してい

るので、見せられるかどうかというのは、当然見せるに耐え得るものかどう

かということもありますので、基本的には、その状態によるというふうに考

えています。 
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○委員長  よろしいでしょうか。 

 御答弁いいですか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  デジタル化したものについては、来館

者のほうにお見せをしております。 

○委員長  いいですか。 

○三輪委員  355ページの世界平和を願うパネル展というのが20万976円とい

うことで、毎年８月にパネル展とか、朗読会とかやっていただいていて、作

文とかも書いてあって、大変平和のためにやっていただいていると思うんで

すけれども、今年ちょっと新型コロナウイルス感染症とかでできなかったん

ですが、例えばそのパネル展を中学校に回覧するとか、何かそういう、ちょ

っとあそこ１か所だけではなかなか市民が見られないというか、特に若い人

にそういうのを考えてほしいなということで、例えばその方法なんかを考え

ていただけないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○生涯学習課長兼少年センター所長  パネル展につきましては、こちらは校

長会のほうで照会いたしまして、今も中学校のほうで、パネル展のほうは、

希望されているところはやっていただいています。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続いてスポーツ推進課につ

いて審査をいたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○スポーツ推進課長兼スポーツプラザ所長  それでは、スポーツ推進課所管

のまずは歳入につきまして御説明させていただきます。 

 決算書の64ページ、65ページの中段をお願いいたします。 

 13款１項７目教育使用料、４節保健体育使用料でございます。備考欄のス

ポーツ推進課分は、スポーツセンター使用料はじめ13項目でございます。 

 次に、80ページ、81ページの中段やや上をお願いいたします。 

 16款１項１目財産貸付収入、２節使用料及び賃借料でございます。備考欄

のスポーツ推進課分は、スポーツセンター自動販売機設置場所貸付収入でご

ざいます。 
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 次に、少し飛んでいただきまして、90ページ、91ページをお願いします。 

 20款５項２目雑入、11節雑入でございます。スポーツ推進課分は、91ペー

ジ、備考欄の上段、スポーツセンターネーミングライツ料はじめ４項目でご

ざいます。 

 歳入は以上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 356ページ、357ページ中段やや上をお願いします。 

 10款５項１目スポーツ推進費でございます。右側の備考欄、人件費等から、

少しページが飛びまして、365ページ上段のスポーツセンター建設事業まで

でございます。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○岡本委員   357ページの各種スポーツ大会開催事業の中で、コミュニテ

ィ・スポーツ祭開催事業というのがありますけれども、こちらは各地域で行

われていたものですけど、各地域の参加人数とかは分かるでしょうか。お願

いいたします。 

○スポーツ推進課長兼スポーツプラザ所長  令和元年度のコミュニティ・ス

ポーツ祭の参加人数でございますが、小学校10校区で合計が6,371名の参加

がございました。 

 校区別には、古知野東小学校1,144名、古知野西小学校390名、古知野南小

学校900名、古知野北小学校257名、布袋小学校682名、布袋北小学校1,110名、

宮田小学校390名、草井小学校386名、藤里小学校302名、門弟山小学校810名、

以上で合計6,371名でございます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、続きまして、こども未来部

こども政策課について審査をいたします。 
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 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○こども政策課長  令和元年度江南市一般会計歳入歳出決算認定のうち、こ

ども政策課所管分について御説明をいたします。 

 初めに、歳入でございます。 

 決算書の62ページ、63ページの下段をお願いいたします。 

 13款１項５目土木使用料、３節都市計画使用料の備考欄、こども政策課分

は、最下段、コミュニティ・プール使用料でございます。 

 続いて、66ページ、67ページの下段をお願いいたします。 

 13款２項７目教育手数料、１節教育総務手数料の備考欄、放課後児童健全

育成手数料でございます。 

 次に、68ページ、69ページの上段をお願いいたします。 

 14款１項１目民生費国庫負担金、２節児童福祉費負担金、備考欄、児童扶

養手当支給費負担金はじめ３項目でございます。 

 同じく69ページの下段をお願いいたします。 

 14款２項２目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金の備考欄、こども

政策課分は、児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助金はじめ４項目でご

ざいます。 

 続いて、72ページ、73ページをお願いいたします。 

 上段でございます。14款４項２目民生費交付金、１節児童福祉費交付金の

備考欄、こども政策課分は、子ども・子育て支援交付金でございます。 

 同じく73ページの下段でございます。 

 14款４項５目教育費交付金、１節教育総務費交付金の備考欄、子ども・子

育て支援交付金でございます。 

 74ページ、75ページをお願いします。 

 上段でございます。15款１項１目民生費県負担金、２節児童福祉費負担金

の備考欄、こども政策課分は、児童手当費負担金はじめ２項目でございます。  

 同じく75ページの下段、15款２項２目民生費県補助金、２節児童福祉費補

助金の備考欄、こども政策課分は、地域子ども・子育て支援事業費補助金で

ございます。 

 76ページ、77ページをお願いいたします。 
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 中段でございます。15款２項６目教育費県補助金、１節教育総務費補助金

の備考欄、こども政策課分は、放課後子ども教室推進事業費補助金はじめ２

項目でございます。 

 78ページ、79ページをお願いいたします。 

 上段でございます。15款３項２目民生費委託金、１節児童福祉費委託金の

備考欄、母子父子寡婦福祉資金事務委託金でございます。 

 次に、80ページ、81ページをお願いします。 

 中段でございます。16款１項１目財産貸付収入、２節使用料及び賃借料の

備考欄の最下段で、こども政策課分は、交通児童遊園自動販売機設置場所貸

付収入でございます。 

 続いて、少し飛びますが、90ページ、91ページの上段をお願いします。 

 20款５項２目雑入、11節雑入の備考欄、こども政策課分は、子育て短期支

援利用料はじめ４項目でございます。 

 同じく91ページでございますが、中段でございます。 

 20款５項３目過年度収入、１節過年度収入の備考欄、中段やや下、こども

政策課分は、平成30年度分児童手当費国庫負担金精算金はじめ３項目でござ

います。 

 歳入は以上でございます。 

 続いて、歳出でございます。 

 186ページ、187ページをお願いします。 

 中段やや下から198ページ、199ページまでが３款２項１目こども政策費で

ございます。 

 そして少し飛びますが、284ページ、285ページをお願いします。 

 上段でございます。８款４項３目木賀公園コミュニティ・プール費でござ

います。 

 また、少し飛びますが、320ページ、321ページをお願いします。 

 321ページの中段から322ページ、323ページまでが、10款１項３目放課後

児童費でございます。 

 歳出が以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 
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 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○石原委員  決算書の284ページ、285ページの上段の木賀公園コミュニテ

ィ・プール運営事業について、光熱水費が、予算が65万4,000円に対して67

万7,000円と２万3,000円ばかりですけれども、少しオーバーしておりますけ

れども、要因は何でしょうか。 

 また、その予算はどのような考えで設定されていますか。 

○こども政策課長  木賀コミュニティ・プール光熱水費でございますが、前

提として、プールの開場に当たりまして、気温が高い日は水を足して水温を

下げております。その水を足した分が、今回水道使用料と下水道使用料が増

えたという理由でございますが、令和元年度というのは、気温が高い日が多

かったという状況でございます。 

 ちなみに、予算としましては、過去３年間の平均により積算をしておりま

す。平成28年度と平成30年度は気温が高かったということで、水を足したこ

とで決算も多かったと思うんですが、平成29年度は晴れが少なくて、気温が

それほど高くなかったので、足し水の量も少なかったということが予算の積

算に当たって、今回超えてしまった要因であると考えております。 

○石原委員  分かりました。ありがとうございます。 

 次に、成果報告書のほうですけれども、142ページ、143ページの子育て不

安の解消の成果状況にある家庭児童相談等件数が、平成28年度の2,815件か

ら2,428件と387件減少しておりますけれども、要因が分かれば教えてくださ

い。 

○こども政策課長  この家庭児童相談の件数というのは、こども政策課の窓

口で相談を受ける場合と、子育て支援センターで相談を受ける場合がござい

ます。 

 令和２年２月、３月頃から新型コロナウイルス感染症が徐々に出てきまし

た。３月には、子育て支援センターを閉所いたしました。その閉所した関係

で、子育て支援センターに来所する方が少なかったということで相談件数が

減ったものだと考えております。 

○石原委員  今、閉鎖ということですけれども、子育て支援センターで子育
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てサロンというのを開催していると思いますけれども、これの新型コロナウ

イルス感染症に係る影響はいかがでしたでしょうか。 

○こども政策課長  子育て支援センターにつきましては、先ほどもちらっと

申しましたが、第１・第２の子育て支援センターは、３月２日から５月31日

まで閉所をしました。第３子育て支援センターは２月29日から６月１日まで

閉鎖をしておりました。その関係で、当然その間というのは来館者がいなか

ったということでございます。 

 今は開設しておるわけですが、今は毎日予約制にしていまして、午前・午

後とあるわけですけれど、人数を区切って開設をしております。第１・第２

子育て支援センターについては、午前・午後各７組を予約制で来所していた

だいております。第３子育て支援センターのほうは、９時から11時と13時か

ら15時で開設しておりますが、午前・午後各８組ずつ予約で来所していただ

いている状況です。 

○石原委員  分かりました。 

 次のページの成果報告書の144ページ、145ページの子育てに困っている家

庭への経済支援等の独り親家庭への就労教育支援件数、これは６件と目標８

件に対して未達成となっていますけど、これについても要因が分かれば教え

てください。 

○こども政策課長  この就労教育支援の事業でございますけれど、自立支援

教育訓練給付と高等職業訓練給付の二本立てでやっております。 

 それぞれちょっと説明させていただきますが、自立支援教育訓練給付は、

対象となる方が児童扶養手当を受給しているか、同程度の所得水準の独り親

の方が対象となっておりまして、講座が、例えば医療事務でありますとか、

簿記検定、ヘルパー講習とか、介護職員初任者研修、介護福祉士などのそう

いった研修が該当しております。そういった資格取得に当たっての講習費用

の６割を支給する事業となっております。 

 もう一つの高等職業訓練給付費というのは、対象となる方が母子家庭であ

ったり、父子家庭である方が、例えば看護師であったり、介護福祉士であっ

たり、就職の際に有利になるような資格取得のために１年以上養成機関で修

業するような場合に、修業期間中の生活費負担軽減のために給付金を支給す
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るというものであります。 

 どちらの事業も、市に相談に来られる市民の方が、相談の中で、そういっ

たお話の中で御案内をしているところなんですけれども、令和元年度はそう

いった相談が想定よりも少なかったということでございます。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○山委員  学童保育に関しまして、成果報告書の169ページに、各保育室の

利用状況ということでありますが、ちょっとこの表が分かりにくいかなと思

いました。定員が記載されているんですけど、実際定員以上に受入れを認め

ていると思うんですね。全員が全員100％来るわけじゃないので。ですから、

受け入れた児童数も来年度以降ここに記載していただければ、年間の平均出

席率ということもよく理解できますので、ぜひお願いしたいということがま

ず１点ですが、どうですか。 

○こども政策課長  そのように進めてまりたいと思います。 

○山委員  例えばここですと、布袋北学童保育所が56人定員で、１日の平均、

年間の平均出席者が59.8人、これはちょっと定員を上回って、いっぱいとい

うことなんでしょうけれども、隣の平均出席率が68.7％になっているので、

ちょっと違和感を覚えるので、ぜひお願いしたいと思います。 

 それと、次のページには放課後子ども教室のほうが書いてあるんですが、

これも定員に対して何人受け入れたのかということも書いておいてもらえる

とありがたいと思いますので、お願いします。 

 それで、もう一点だけお尋ねしたいんですが、取組における課題というこ

とで、170ページの最下段に記述がございます。学童保育と放課後子ども教

室を学校の敷地内で一緒にやっている場合は、合同で学習や体験活動を行う

共通プログラムの実施校を拡充する必要があるという記載です。 

 別にこれに反対するものでもないんですが、学童保育というのは保育に欠

けるということで、親御さんが働いているからそこで受け入れるよと。それ

に対して、子ども教室は居場所づくり、遊び場づくりということで目的が違

うわけですので、そこで無理に共通プログラムを実施する必要もないのでは

ないかなと。国のほうでは、そういうことを進めているような感じですけれ

ども、一緒にやるというメリットが、いまいち私にはなぜなのかというのが
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ちょっと理解できないんですけれども、この点どうお考えなのか。国からの

補助金が受けられるとか、そういう市当局にとってのメリットというのがあ

るのでしょうか。 

○こども政策課長  共通プログラムについては、先ほど山委員がおっしゃら

れましたけれど、やるかやらないかで補助金の算定に影響するかしないかと

いうことで申しますと、それは影響はしません。県内でも、放課後子ども教

室を実施している自治体は多くありまして、全国的にも、確かに毎日という

ような頻繁にやっているところは少なく、年に数回とかというところです。

江南市においても頻繁にやっているわけではなくて、月に１回、２か月に１

回というような頻度でやっているというようなところです。 

 共通プログラムを行うメリットということですけれど、確かにそれぞれの

学童と、フジッ子教室（放課後子ども教室）の目的というものは違うわけで

ございますけれど、同じ小学校に通う学年の違う子供たちが、それぞれ異年

齢、年齢の違う子供たちが触れ合う機会を持つということは、それはそれと

してメリットがあると思っています。 

○山委員  今の御答弁の最後のところは、補助金については影響ないですよ

ということなんですけど、別に学童保育でも異年齢を同じ空間で預かってい

ますので、今の答弁で私はちょっと理解できなかったんですけど、最後のと

ころ。 

 それで、この両者を一体にしてやっていってもいいんじゃないかというよ

うな議論がありますよね。私は、ちょっとうがった見方かもしれませんけど、

これは別に批判するものでもないんですけれども、月に１回とか、２か月に

１回とか、やれるんだったらやってもらってもいいんでしょうけど、一体化

されるとか、そういう方向になると、学童保育の質が低下するんじゃないか

なという懸念を持っていますので、人手不足だとか、いろんな問題があるん

でしょうけれども、やっぱり学童保育は学童保育、放課後教室は放課後教室

という、きちっとすみ分けをして考えていただくのがよろしいんじゃないか

なというふうに思いましたので、その辺で御理解いただきたいと思います。 

○こども政策課長  先ほどの私の答弁でちょっと訂正がございました。申し

訳ありません。 
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 共通プログラムを行うということで、国庫などの補助について特段影響が

ないというふうに申し上げましたけれど、大変申し訳ありませんでした。補

助額が上限はございますけれど、影響があるというようなことでございまし

た。 

 最後の山委員がおっしゃられた学童は学童、放課後は放課後でそれぞれや

るのがよいのではないかという御意見につきましては、国のほうでも、共通

プログラムでもってやることに意義があるというふうに言っているところも

ございますので、御意見として伺わせていただきたいと思っております。 

○教育長  教育委員会所管になるので、私のほうから少しお話しさせていた

だきます。 

 今、山委員がおっしゃったように、目的が全く違うものです。学童保育に

行っている子たちというのは、簡単に言うと、家に帰っている子たちであり

ますから、放課後教室には、家から来ているわけではないんですけれども、

学校に残った子で、家に帰るまでの間活動するということでありますから、

学童保育に行っている子たちもそういうことに参加することは問題ないし、

またそういうチャンスを与えてあげるという意味では、共通プログラムに参

加するということは意義があるものというふうに考えております。 

 ただ、今現状としては、１・２年生、低学年を中心にやっております。そ

れから月１回、あるいは学期に１回、ちょっと回数が少ないですけれども、

そういう機会にできれば参加できる体制を整えているということであります

ので、その辺は御理解いただきたいというふうに思っております。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  手数料のところで、67ページの収入のところでは、昨年3,730

万円から今年4,349万円ほどで増えております。令和元年度に手数料が値上

げというか、学童が値上げになって、例えば3,500円が普通の月で4,000円で、

特に８月は5,000円から6,000円とか、かなり値上げになったので、手数料等

が増えたと思うんですが、それなのにというか、それでなのか、歳出のほう

の321ページでいうと、健全育成で使った費用というのが、昨年の１億766万

円から１億590万円と減っております。手数料が増えたから市の持ち出しが

減ったということで、手数料を上げたことを合理化というか、よかったとい
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うふうに判断されているのかもしれないんですが、今本当に学童が必要とい

うか、ニーズが高まっているので、やっぱりこの３年間連続値上げというの

が、保護者の方からは大変困るという話もあったんですが、値上げしたこと

について、今どういうふうに総括されているのか、そこをお聞かせください。  

○こども政策課長  手数料というのが、事業費及び人件費から成る総事業費

に対しまして、公費負担・保護者負担の割合とも、国の運営費の負担の考え

方のとおり、50％として整理をしてございます。平成30年度までは激変緩和

措置を取って、学校休業日のみの利用の手数料や減免制度の見直しを実施し

てきたところでありまして、上がった方もいれば、減免制度を利用できる方

も多くなったというふうに思っておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

○三輪委員  ３年間連続値上げだったということは妥当ということで、例え

ば今後もまだ値上げの予定があるとか、そういうことはいかがですか。 

○こども政策課長  この先値上げするということは、今のところでは予定は

ございません。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  191ページの第２子育て支援センターのところの空調機設置工

事費というのがありまして、ちょっと領収書も見せてもらったんですが、

120万9,600円で、設置一式とかいうふうに書いてあって、ちょっと中身が分

からなかったんですが、これは全くなかったところに設置したということな

のか、ちょっと普通のクーラーをつけただけだと高い気がするんですが、も

うちょっと詳しく分かれば教えてください。 

○こども政策課長  第２子育て支援センターのエアコンのことですね。宮田

保育園に第２子育て支援センターがあるわけですが、子育て支援センターは

２階にございます。保育園自体は、エアコンが集中管理システムで、職員室

でどの部屋のエアコン、空調をつけるかつけないかという集中管理になって

おります。 

 なおかつ、先ほど申しましたが、子育て支援センターは２階にございます。

宮田保育園は園児の数が少ないせいか、２階というのは園児の利用は割と少
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なくなっております。園としては、主には１階を利用しております。子育て

支援センターというのが２階にございまして、集中管理システムを使うと、

子育て支援センターとしては朝から当然保護者の方が見えるわけで、利用し

たいということになるわけなんですが、そうしますと、利用していないほか

の２階の部屋もエアコンが使われるようなことになるものですから、もとも

とそういう集中管理のエアコンがあったわけなんですが、そういう利用勝手

を考えまして、単独空調ということで新たに設置をしたということでござい

ます。 

○三輪委員  この120万9,600円というのは、その部屋の空調で適切だったわ

けですか。 

○こども政策課長  答えは適切ということでございます。予算積算に当たっ

ては、当然見積りを何社かから取った上で予算立てをしているというところ

で、予算積算というのは適切だったというふうに考えております。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  見に行ってきます。 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、ここで暫時休憩とします。 

午後２時38分  休 憩 

午後２時54分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続きまして、保育課について審査をいたします。 

 当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保育課指導保育士  それでは、保育課の所管につきまして御説明させてい

ただきます。 

 令和元年度一般会計歳入歳出決算事項別明細書の60ページ、61ページをお

願いいたします。 

 最初に、歳入でございます。 

 上段、12款１項１目２節児童福祉費負担金、備考欄、保育所保育料でござ

います。 

 最下段、13款１項２目２節児童福祉使用料のうち、備考欄、保育所保育料

はじめ６項目でございます。 
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 66ページ、67ページをお願いいたします。 

 上段、２項２目２節児童福祉手数料のうち、備考欄、延長保育手数料でご

ざいます。 

 68ページ、69ページをお願いいたします。 

 下段、14款２項２目２節児童福祉費補助金のうち、備考欄、子ども・子育

て支援体制整備総合推進事業費補助金はじめ４項目でございます。 

 72ページ、73ページをお願いいたします。 

 上段、４項２目１節児童福祉費交付金のうち、備考欄、子ども・子育て支

援交付金はじめ３項目でございます。 

 74ページ、75ページをお願いいたします。 

 上段、15款１項１目２節児童福祉費負担金のうち、備考欄、子どものため

の教育・保育給付費負担金はじめ２項目でございます。 

 最下段、２項２目２節児童福祉費補助金のうち、備考欄、施設型給付費等

補助金はじめ６項目でございます。 

 80ページ、81ページをお願いいたします。 

 中段、４項６目１節児童福祉費交付金、備考欄、地域児童福祉事業等調査

事務市町村交付金でございます。 

 84ページ、85ページをお願いいたします。 

 最下段、20款５項２目５節保育園給食費徴収金、備考欄、３歳以上児徴収

金はじめ２項目でございます。 

 90ページ、91ページをお願いいたします。 

 上段、11節雑入のうち、備考欄、児童福祉等実習指導委託費はじめ４項目

でございます。 

 中段、３目１節過年度収入、備考欄、平成30年度分子どものための教育・

保育給付費国庫負担金精算金はじめ２項目でございます。 

 その下、21款１項１目２節児童福祉債、備考欄、保育園空調設備改修事業

債（古知野中）はじめ２項目でございます。 

 続きまして、保育課所管の歳出でございます。 

 少しはねていただきまして、198ページ、199ページから208ページ、209ペ

ージの上段までが３款２項２目保育費でございます。 
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 補足して説明することはございません。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午後２時59分  休 憩 

午後２時59分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第64号を挙手により採決いたします。 

 本案を原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長  挙手多数でございます。よって、本案は原案のとおり認定されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第65号 令和元年度江南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

 

○委員長  続きまして、議案第65号 令和元年度江南市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保険年金課長 それでは、議案第65号 令和元年度江南市国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定について、御説明をさせていただきます。 

 決算書の373ページをお願いいたします。 

 歳入については、374ページ、375ページ上段、１款国民健康保険税から、

378ページ、379ページの７款諸収入まででございます。 

 続きまして、歳出でございますが、380ページ、381ページ上段、１款保険
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給付費から、384ページ、385ページの８款総務費まででございます。以上で

ございます。 

 補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑もないようでございますので、これをもって質疑を終結いた

します。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時01分  休 憩 

午後３時01分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第65号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり認定されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第68号 令和元年度江南市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

 

○委員長  続きまして、議案第68号 令和元年度江南市介護保険特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○高齢者生きがい課長  それでは、議案第68号 令和元年度江南市介護保険

特別会計歳入歳出決算認定につきまして、御説明をさせていただきます。 

 事項別明細書の408ページ、409ページをお願いいたします。 

 初めに、歳入でございます。 

 408ページ、409ページの１款保険料から、412ページ、413ページの８款３
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項２目１節雑入まででございます。 

 次に、歳出でございます。 

 414ページ、415ページをお願いいたします。 

 414ページ、415ページの１款総務費から、422ページ、423ページの７款１

項１目予備費まででございます。 

 説明は以上でございます。補足説明はございません。よろしくお願いいた

します。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○三輪委員  409ページの介護保険料なんですが、普通徴収の方の滞納とい

うか、未済がかなりあるんですが、未済の方の人数というか、何人ぐらいと

いうのが分かれば教えてください。 

○高齢者生きがい課長  未済の方の人数でございますが、合計で425名でご

ざいます。内訳として一番多いのは、第４段階で94名の方で、その次に多い

のが第１段階、一番保険料の低い方で93名の方というふうになっております。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  417ページの介護認定事業のところで、調査委託料というのが

昨年81万円から173万円と２倍以上になっているんですが、これの理由が分

かれば教えてください。 

○高齢者生きがい課長  介護認定調査委託料につきましては、県外の施設で

あるとか、それから医療機関であるとか、そういったところに入ってみえる

方については、市のほうから調査員が赴くのではなくて、その施設内のほう

で調査を委託しまして、調査結果をもって介護認定のほうを行っております。

この調査委託料については、増加をした要因についてはちょっと分かりませ

んが、全部でこの委託料が567件という件数でございます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  421ページに任意事業というのがあるんですけど、例えばこの

任意事業というのはどんな事業があるのか、教えてください。 
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○高齢者生きがい課長  任意事業の中で、具体的なものとして御説明をいた

しますと、まず賃金が載っておりますが、こちらは県営松竹住宅にシルバー

ハウジングというものを32世帯分準備してございます。このシルバーハウジ

ングというものは、相談者が日中ついて、生活相談とか、そういったものが

できるサービスということで、この臨時職員賃金というのは、その県営松竹

住宅のところで、生活援助員として２名の方を雇用して、交代で平日勤務を

してもらっているものですが、そちらの分の賃金でございます。 

 それからもう一つ、令和元年度から印刷製本費の一般事業用というところ

の中にあるんですけれども、高齢者の方でお一人での外出に不安のある方に

対しまして、見守りシールというものを配付いたしました。令和元年度から

これは始まっておるものでございます。ＱＲコードがついたもので、衣服に

貼るためのものが30枚、それからつえなどに貼る防水されたものが10枚、40

枚１セットのものを配付しております。そういったものをお配りしてきたと

ころが任意事業の代表的な事業といったところになります。 

 もう一つ、423ページの上段のところに給食サービス費というものがござ

います。宅配の給食業者から給食を取っていただいた場合に、１食当たり

250円を補助するというものでございますけれども、こちらのほうはお独り

暮らしであるとか、そういったところで特に見守りが必要な方に対して、こ

のサービス提供をしておるところでございます。１食 250円ですので588万

9,250円、割り返しますと２万3,557食分を支出しておるということでござい

ます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  419ページにちょっと戻って、地域支援事業の中の介護予防・

生活支援サービス費の２億6,166万1,103円というのがあるんですが、これが

多分要支援１・２の方が使われるものじゃないかと思うんですけど、それで

成果報告書の246ページを見ますと、要支援１の方が527名と、要支援２の方

が593名というふうになっていますが、この中で訪問介護を使われている方

とか、通所サービスを使われている方の人数がもし分かれば教えてください。 

○高齢者生きがい課長  このサービスを使われている方の人数ということで

すが、すみません、ちょっと人数については現在把握をしておりませんので、
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よろしくお願いします。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  調べれば……。 

○委員長  調べれば分かりますか。 

○高齢者生きがい課長  ９月時点の審査分の利用人数ということであれば、

今手元に数字がございます。 

 令和元年度の９月審査分、９月に支払いをした分でございますが、訪問介

護相当という部分、この事業ができる前から訪問介護を利用していて、その

まま引き続き利用しておられる方が236名、それからＡというサービス、緩

和基準サービスといいますけれども、そちらが30名の方が利用しておられま

す。 

 ちなみに、あと通所サービスのほうでいきますと、同じく９月に審査をし

て支払いをした分で、通所介護の援助サービスの相当分で使っておられる方

が523名、それから基準を緩和したＡというサービスを使っておられる方が

106名でございます。 

○三輪委員  すみません、そのＡの緩和というのをもうちょっと詳しく教え

てもらってもいいですか。 

○高齢者生きがい課長  総合事業のサービスの類型でございますが、サービ

スＡというものが、そもそも人員配置とか、そういった基準を緩和して行わ

れるサービスでございます。 

 それから、ほかに先ほど言いました訪問介護相当というものでございます

けれども、こちらは先ほども言いましたが、既にサービスを利用していたケ

ースで、継続してそのままの体制でのサービスを利用されてみえる方、それ

から、もう一つ訪問型サービスには、あとＢとか、Ｃとか、Ｄとかあるんで

すけれども、まずサービスＢというのが住民主体によるサービス提供であり

まして、こちらは地域住民が主体となって行う生活援助などのサービスのこ

とでございます。 

 それから、訪問型でサービスＣといいますのが短期集中型のサービス、短

期集中予防サービスといいまして、こちらはサービス提供者としては、医療

機関であるとか、そういったところが体力の改善であるとか、生活機能の改
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善に向けて短期集中的に行うサービスのことでございます。 

 それから、サービスＤというのがございまして、こちらが訪問型サービス

Ｂ、地域住民主体のサービスに準じる形で行われるものでございますけれど

も、こちらは移動の支援を中心としたサービスということになります。 

 サービスの類型としては以上でございます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

○三輪委員  ちょっと戻って、409ページの保険者機能強化推進交付金とい

うのがあるんですけれども、これが昨年度より250万7,000円減っているんで

すけど、この強化推進交付金というのがどういうものか、ちょっと教えてく

ださい。 

○高齢者生きがい課長  この保険者機能強化推進交付金というものが国から

出ておるんですけれども、各市町が保険者になっているわけなんですが、そ

の保険者がやっている介護保険事業を点数化していきまして、その点数化の

指標となるものが、自立の支援に向けてどれだけの事業を行っているかとか、

それから重度化の防止について、どういった事業を行っているのかといった

ところの質問項目で点数化がされていきます。その点数に応じて、各市町に

推進交付金というものが分配をされてくると。決まった枠の中から分配をさ

れてくるといったものでございます。 

 昨年度に比べまして、交付の金額が少し下がったということでございます

が、質問の項目等々の違いもございますけれども、江南市のほうについては、

自立支援重度化の防止といったような事業について、少し弱い部分があるの

かなあというふうな分析もできるかと思います。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  今、住民主体ですとか、特に要支援１・２の方の介護というの

は、保険料を払っているのになかなか介護サービスを使えない状況とか、ま

た要介護の１から５も、もし地域支援事業に行けたら行くようにというよう

なことが最近出されているようですが、本当に介護保険がきちんと機能する

ように、使いたいときに使えるようにしていく必要があって、よく見ていか

なきゃいけないなあと思うんですが、本当に必要な方が必要なものを使える
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ように、市のほうで手だてを取っていただけるようよろしくお願いします。 

○委員長  要望でいいですか。 

 要望ということでよろしくお願いします。 

 質疑も尽きたようでございますので、これをもって質疑を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時17分  休 憩 

午後３時17分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第68号を挙手により採決いたします。 

 本案を原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長  挙手多数でございます。よって、本案は原案のとおり認定されま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  議案第69号 令和元年度江南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

 

○委員長  続きまして、議案第69号 令和元年度江南市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 それでは、当局から補足説明がございましたらお願いいたします。 

○保険年金課長  それでは、議案第69号 令和元年度江南市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について、御説明をさせていただきます。 

 決算書の425ページをお願いいたします。 

 歳入については、426ページ、427ページ上段、１款後期高齢者医療保険料

から、最下段の４款諸収入まででございます。 

 続きまして、歳出でございますが、428ページ、429ページ上段、１款総務

費から中段３款諸支出金まででございます。以上でございます。 

 補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑はございませんか。 

○三輪委員  426ページの保険料の徴収のところなんですけれども、やっぱ

り普通徴収の方で未済の方がございますが、何名ほどとかいうことは分かり

ますでしょうか。 

○保険年金課長  未済の額でございますが、1,453万5,200円ということで、

こちらの内訳といいますか、実人数でございますが、189名分の額でござい

ます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  歳出のほうの広域連合納付金というのが、昨年の12億5,439万

61円から13億1,822万285円ということですが、不用額が去年の2,735万円か

ら１億5,181万円というふうに増えているんですけど、これについては、新

型コロナウイルス感染症の影響とか、そういうことがあるんでしょうか。何

か分かれば教えてください。 

○保険年金課長  こちらの不用額が多額となった理由としましては、まず予

算の積算時に、広域連合のほうから基準の総所得が示されまして、そこに対

して江南市の被保険者数を比率で割り返して、まず江南市の被保険者の総所

得を出します。その総所得に対して保険料率を掛けて予算を立てるんですけ

れども、その総所得の見込みが少し高くなり過ぎたために、予算の積算が多

額になってしまったということで、歳入のほうはある程度適正な歳入でござ

いましたので、結果として、予算と歳入の差額が不用額として多額になって

しまったということでございます。 

○委員長  よろしいでしょうか。 

○三輪委員  昨年、その９割軽減とかが８割になったり、8.5割軽減という

のが変わってきたりとかいうことがあるんですけど、こういうことでの保険

料の滞納というか、未済の影響というのは特別なかったというふうに考えら

れますか。 

○保険年金課長  軽減率が下がったということに関しては、直接的には影響

がないと考えておりまして、年金生活者支援給付金だとか、あと介護保険料

の見直しによりまして、若干バランスを取って制度設計がなされましたので、

直接的な影響はないというふうに考えております。 
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○委員長  大丈夫でしょうか。いいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、これをもって質疑を終結い

たします。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時22分  休 憩 

午後３時22分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第69号を挙手により採決いたします。 

 本案を原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長  挙手多数でございます。よって、本案は原案のとおり認定されま

した。 

 続きまして、請願の審査を行いたいと思いますが、ここで新型コロナウイ

ルス感染症拡大の予防のために、請願に対する内容に関係する職員以外の方

は、退席していただきますようよろしくお願いいたします。 

 ここで暫時休憩いたします。 

午後３時23分  休 憩 

午後３時37分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  請願第５号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制

度の堅持及び拡充を求める請願書 

 

○委員長  最初に、請願第５号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育

費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書を議題といたします。 

 それでは、事務局より請願文書の朗読をさせます。 

○事務局  請願第５号、令和２年９月１日受付。件名、定数改善計画の早期

策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書。 
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 請願者、丹羽郡大口町余野六丁目440番地、尾北地区教職員組合、執行委

員長、伊藤孝行ほか303名。 

 紹介議員、河合正猛、牧野圭佑、鈴木 貢、掛布まち子、堀  元、山 

登志浩、尾関 昭、東猴史紘。 

 請願趣旨は、請願文書表の別紙１を御覧いただきたいと思います。 

 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充

を求める請願書。 

 請願趣旨。 

 未来を担う子供たちが夢や希望を持ち、健やかに成長していくことは、全

ての国民の切なる願いです。しかし、学校現場では子供たちの健全育成に向

けて真摯に教育活動に取り組んでいるものの、いじめや不登校など子供たち

を取り巻く教育課題は依然として解決されていません。また、特別な支援や

日本語教育を必要とする子供も多く、一人一人に応じた適切な支援を行うた

めの十分な時間が確保できないなどの課題にも直面しています。さらに、小

学校では新学習指導要領が全面実施となり、外国語教育については、学習内

容や授業時数の増加により、子供たちや学校現場の負担となっています。そ

のような中、政府予算において、新学習指導要領の円滑な実施に向け小学校

専科指導の充実などのために、1,411人の加配措置による教職員定数改善が

盛り込まれました。しかし、少人数学級の推進や教職員定数改善計画は示さ

れておらず、子供たちの健やかな成長を支えるための施策としては、大変不

満の残るものとなりました。少人数学級は、保護者・市民からも一人一人の

子供にきめ細かな対応ができるという声が多く聞かれます。山積する課題に

対応し、全ての子供たちに行き届いた教育を行うためにも、少人数学級のさ

らなる拡充を含めた定数改善計画の早期策定・実施が不可欠です。 

 また、子供たちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を

受けられることは憲法上の要請です。しかし、三位一体改革により、義務教

育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から３分の１に引き下げられた

ままであり、自治体の財政は圧迫されています。教育の機会均等と水準確保

のために、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率を２分の１

へ復元することは、国が果たさなければならない大きな責任の一つです。 
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 つきましては、定数改善計画の早期策定・実施と、義務教育費国庫負担制

度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元に向けて、内閣総理大臣、

内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣に対し、地方自治法第99

条の規定により意見書を提出されるよう以下の事項について請願いたします。  

 請願事項。 

 １．少人数学級のさらなる拡充を含めた定数改善計画を早期に策定し、実

施すること。 

 ２．義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率を２分の１へ復

元すること。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより審査を行いたいと思います。 

 御意見を一人ずつお聞きしたいと思いますので、宮地委員さんのほうから

御意見をお願いしたいと思います。 

○宮地委員  ここに書いてある請願趣旨のとおり、私もそのように思います。

別に問題ないから、このまま通していただいて結構です。 

○委員長  オーケーということですね。賛成ということですね。 

○宮地委員  賛成です。 

○稲山委員  同じく賛成で結構です。 

○山委員  ここに書いてあるとおりで結構ですし、特に江南市というのは財

政的に厳しいということをずうっと言われていますが、特に義務教育ですの

で、ここにも書いてあるとおり、自治体間で格差が生まれてはいけませんの

で、この国庫負担率を２分の１に戻すということは早急にやってもらわなき

ゃいけませんので、今年もこの請願を出すことに賛成したいと思います。 

○委員長  ありがとうございます。 

○三輪委員  少人数学級を進めることや国庫負担率を２分の１復元すること

は大変いいことで、大賛成ですが、ちょっと請願趣旨に、今年度新型コロナ

ウイルス感染症のことがあって、一般的にはソーシャルディスタンスが取れ

ないということも少人数学級の理由というか、そうしてほしいという声が出

てきたんですが、そのことがちょっと入っていないのが不思議には思いまし
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たけれども、内容的なことについては問題ないと思います。 

○委員長  分かりました。まあ、オーケーということで。 

○石原委員  ずうっと継続して出されている内容なので、結構だと思います。

いろいろまだ教員不足だとか、いろんな課題もあるかと思いますけれども、

これで結構だと思います。 

○委員長  ありがとうございます。 

○岡本委員  教育は国が責任を持ってやるものであると私は思っております

ので、この文面には賛成をいたします。 

○委員長  御意見も尽きたようでございますので、これをもって御意見をい

ただくのを終結いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時44分  休 憩 

午後３時44分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 各委員の皆さんの御意見は、採択するとの御意見でございますので、採択

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。本請願は採択とすることに決しました。 

 それでは、請願の採択に伴い、意見書の御協議をお願いいたします。 

 意見書の案を配付いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時45分  休 憩 

午後３時46分  開 議 

○委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、事務局より意見書案の朗読をさせます。 

○事務局  定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持

及び拡充を求める意見書（案）。 

 未来を担う子供たちが夢や希望を持ち、健やかに成長していくことは、全

ての国民の切なる願いである。しかし、学校現場では子供たちの健全育成に

向けて、日々真摯に教育活動に取り組んでいるものの、いじめや不登校など
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子供たちを取り巻く教育課題は依然として解決されていない。また、特別な

支援や日本語教育を必要とする子供も多く、一人一人に応じた適切な支援を

行うための十分な時間が確保できないなどの課題にも直面している。昨年度、

文部科学省は、1,920人の定数改善を示した。しかし、少人数学級の推進や

教職員定数改善計画が示されておらず、不十分なものであった。現在、小学

校では新学習指導要領が全面実施となり、外国語教育については、学習内容

や授業時数の増加により、子供たちや学校現場の負担となっているという声

が大きい。子供たち一人一人への指導の充実のためには、専門的な知識や指

導方法を身につけた小学校英語専科教員の全校配置が必要である。また、少

人数学級は、地域・保護者からも一人一人の子供にきめ細かな対応ができる

という声が多く聞かれる。山積する課題に対応し、全ての子供たちに行き届

いた教育を行うためにも少人数学級のさらなる拡充を含めた定数改善計画の

早期策定・実施が不可欠である。 

 また、子供たちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を

受けられることが憲法上の要請である。しかし、三位一体改革により、義務

教育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から３分の１に引き下げられ

たままであり、自治体の財政は圧迫されている。教育の機会均等と水準確保

のために、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率を２分の１

へ復元することは、国が果たさなければならない大きな責任の一つである。 

 よって貴職においては、令和３年度の政府予算編成に当たり、定数改善計

画の早期策定・実施と、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担

率２分の１への復元に向けて、十分な教育予算を確保されるよう強く要望す

る。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 提出先、内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大

臣。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございました。 

 この意見書案について御意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長  御意見もないようでございますので、暫時休憩いたします。 

午後３時49分  休 憩 

午後３時49分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 意見書案を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 ただいまお認めいただきました意見書案を議長のほうに提出し、議会に提

案、提出いたします。 

 提案理由は案のとおりでございますが、よろしいでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  よろしければ、この意見書案を江南市議会会議規則第14条第２項

の規定に基づき、委員会提出議案として議長に提出いたしますので、よろし

くお願いをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  請願第６号 国の責任による少人数学級の推進を求める請願 

 

○委員長  続きまして、請願第６号 国の責任による少人数学級の推進を求

める請願を議題としたいと思います。 

 この請願につきましては、当委員会の傍聴の申出がありました。傍聴につ

きましては、委員会条例第18条の規定により、委員長の許可を得た者が傍聴

することできるということになっております。 

 傍聴を許可いたしたいと思いますが、御意見はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  御意見もないようでございますので、傍聴を許可し、傍聴人の入

室を許可いたします。 

 それでは、請願第６号 国の責任による少人数学級の推進を求める請願を

議題といたします。 
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 それでは、事務局より請願文書の朗読をさせます。 

○事務局  請願第６号、令和２年９月４日受付。件名、国の責任による少人

数学級の推進を求める請願。 

 請願者、江南市北山町東149番地、新日本婦人の会江南支部、代表、荒木

桂子。 

 紹介議員、山 登志浩、掛布まち子、三輪陽子。 

 請願趣旨は、請願文書表の別紙２を御覧いただきたいと思います。 

 国の責任による少人数学級の推進を求める請願。 

 請願趣旨。 

 新型コロナウイルス感染拡大による臨時休業中や学校再開への移行段階で

「３密」を避けるためにクラスの２分の１程度で授業ができる分散登校や時

差登校が行われました。20人程度で授業を受けた子供たちからは「いつもよ

り勉強がよく分かった」「手を挙げやすかった」などの声が聞こえ、教職員

から「ゆとりを持って子供たち一人一人と丁寧に関わることができた」、保

護者から「感染から子供を守るには20人くらいがいい」などの肯定的な声が

上がりました。そして、20人で授業を受けられるようにすることが感染拡大

を防ぐとともに、豊かな学びを実現することにつながることが実感されまし

た。 

 今後、学校での感染拡大防止対策として教室の「密」を避けるための少人

数学級・授業、学校規模の縮小などが必要です。そのためには教職員を増や

すことが不可欠です。現行の40人学級では子供たちの命と健康を守ることが

できません。教室に「社会的距離」を確保するには20人程度で授業できるよ

うにすることが必要です。 

 さらに、教職員も40人学級で感染防止対策をしながら、授業時間の確保に

追われている学校現場の状況があります。「子供も教職員もくたくたになっ

ている」「消毒作業など過重な労働」「感染拡大を招いてはならないという

精神的負担」など悲痛な声が上がっています。 

 様々課題を抱えた子供たちが増える中、一人一人に行き届いた教育を保障

するため、全国の多くの自治体が独自に少人数学級を実施していますが、国

の責任による少人数学級は小２で止まったまま８年連続で見送られています。  
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 コロナ禍の中で、少人数学級の推進は多くの父母・保護者と教職員、地域

住民のより強い願いとなっています。これまでも、全国各地では自治体独自

の少人数学級が今着実に前進しています。しかし、国の責任による施策では

ないため、自治体間格差が広がっていることも厳しい現実です。教育の機会

均等等を保障するためには、地方に負担を押しつけることなく、国が責任を

持って少人数学級の推進とそのための教職員定数改善を行うことが極めて重

要です。 

 以上の趣旨に沿って、以下の事項について、国に対する意見書を採択して

ください。 

 請願事項。 

 １．子供たちの命と健康を守り、成長と発達を保障するため、さらなる少

人数学級の推進を行うこと。そのために教職員増と教室確保を国の責任で行

うこと。 

 ２．少人数学級を実現するために、国は、標準法を改正し、教職員定数改

善計画を立てること。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございました。 

 この請願につきましては、意見陳述の申出がありました。意見陳述につき

ましては、議会基本条例第７条の規定により、委員長の許可を得て、当該請

願等に係る委員会の審査において意見を述べることができるということにな

ってございます。また、陳述出席者につきましては、３名を希望されており

ます。 

 意見陳述を許可したいと思いますが、御意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御意見もないようでございますので、意見陳述を許可いたします。 

 意見陳述出席者の方に申し上げます。 

 陳述される方はお一人でお願いいたします。陳述時間はおおむね５分以内

でお願いしたいと思います。それでは、よろしくお願いいたします。 

○陳述人（荒木）  こんにちは。 

 いつもお世話になっています。新日本婦人の会江南支部の荒木桂子と申し
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ます。 

 少人数学級の推進をということで、会員に聞いた話です。 

 孫の授業参観に行ったとき、授業を後ろから見ていました。後ろの席の子

が、先生の指示と違ったことをしていました。担任の先生は、子供たちの席

を回りながらノートを見ていましたが、後ろの席の間違ったやり方をしてい

るところまで来ることができませんでした。もっとクラスの人数が少なけれ

ば、先生も全部の席の子を見ることができたのではないかと思いました。 

 教員の数を増やし、一人一人の子供にきめ細かい指導ができるようになれ

ることを願っています。子供たちが安心して学校へ通うために、少人数学級

の推進を、国に意見書をぜひ出していただきたいと思います。 

○委員長  ありがとうございました。 

 これより、委員から陳述出席者の方々への質疑を行います。 

 陳述出席者の方々におかれましては、委員からの質疑にはどなたがお答え

いただいても結構でございます。ただし、陳述出席者の方々から委員への質

疑はできませんので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、質疑はございませんか。 

○三輪委員  例えば、近隣ですと犬山市などが34人学級とか、県内でもみよ

し市が28人とかいうことで実施をしているということを聞いているんですが、

そういう他市町の子供たちの様子というのは聞かれたことはあるでしょうか。

あったらお願いします。 

○陳述人（杉本）  犬山市の状況ですけれど、犬山市は34人未満学級という

ことで大分前からやっていますが、さらにそれを少人数のグループに分けた

りして、やっぱり先生たちの負担が随分違うということを聞いています。 

 例えばテストの採点自体、40人目いっぱいのクラス、または34人未満だと、

中には本当に二十七、八人で１クラスがある教室もあります。だから、そう

いう負担、テストの採点、それから通知表とか、いろんな評価することも違

ってくるし、授業中、机間巡視して、子供たち一人一人のノートを見ること

ができるという点でもかなり違うということを聞いています。以上です。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

○山委員  私もこの請願の賛同人にさせていただきましたけれども、内容と
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してはこれでいいと思うのですが、今回請願の内容で、新型コロナウイルス

ということで、コロナ禍の中で分散授業というような形で、２つに分けて、

20人程度で授業をされたということが書かれておりますが、確認したいんで

すけど、もともと学級の規模がちょっと多いよと。30人、40人というのは大

変だよということだと思いますので、仮に新型コロナウイルスが終息をして、

コロナ禍が起こる以前の状況に戻った場合でも、基本的には少人数というの

はやっていくべきだという認識でよろしいですか。 

○陳述人（鈴村）  私も新日本婦人の会の役員をやっていまして、この少人

数学級というのは、息子、もう50歳近いんですけれども、その子たちが当事

者である小学生の頃から、この団体の中ではずうっと新型コロナウイルスに

関係なく、少人数学級をということで運動してきましたので、今の御質問で

すけれども、コロナ禍が過ぎたときも、当然20人から30人、自治体によって

も職員の確保とか、いろんなことで問題はあろうかと思いますけれども、少

人数学級をそのまま継続するようなベースが、この時期につくれたら一番い

いのではないかというふうに思っております。 

 新しい内閣で再任された方も、少人数学級というのをぜひ進めたいという

ふうに国のほうの姿勢は示されましたので、これが一番いいタイミングでは

ないか。それでよかったとなったら、もう一回40人に戻すなんていうことは

多分ないだろうと、先生も、その間に先生をやっていなかった方がもう一度

復職されたりということで、いい形の新型コロナウイルスの落とした恵みが

実現するんじゃないかというふうに私は思っております。 

○山委員  要するに、こういうピンチの状況の中で、それをきっかけに、こ

れを逆にある意味でチャンスと捉えて、いい方向に持っていきたいというこ

とですね。 

○陳述人（鈴村）  そうです。 

○山委員  かしこまりました。 

○委員長  ほかに質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○委員長  質疑も尽きたようでございますので、これをもって質疑を終結い

たします。 
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 陳述出席者は傍聴席にお戻りください。 

○委員長  これより審査を行います。 

 御意見を一人一人お伺いしたいと思います。 

 まず宮地委員から、こちらのほうへずうっとお願いいたします。 

○宮地委員  今の請願趣旨は重々理解させていただきました。 

 先ほどまとまった、この委員会から出す請願意見書とよく似ているし、少

人数学級も同じように書かれておりますので、私としては、なぜまたこれを

出すのかなあというのもあるもんで、先ほど提出することに決まった意見書

案だけで私はいいんじゃないかなあという思いがあります。 

 そして、またこの請願に関しては、一生懸命皆さん文章も考えて作られた

ものだと思いますけれども、見送りというのかな、同じような内容でありま

すので、見送りということで、すみません、お願いいたします。 

○稲山委員  今、宮地委員も言われましたけれども、一つは、この定数の少

人数学級に関する請願につきましては、先ほど同じような内容の請願が採択

されておりますので、別段２本出す必要はないだろうかなあという考えは持

っておりますし、それと、先ほど真ん中に座っておられた方が言われました

けれど、今日の新聞に載っておりましたけれど、文部科学大臣がウイズコロ

ナと一緒に、これからは少人数学級をやっていこうといったことをしっかり

と言っております。そんな中で、そう２本も３本も一緒のような内容、新型

コロナウイルスという言葉がないからもう一本出すんだよということではな

くて、別段これでいいかなという気はしております。 

 それと、この文章の中で20人くらいがいいといったって、本当に20人がい

いのか、そんなことはもっとしっかり精査しなきゃ、僕は分からないと思い

ます。僕らの時代で30人学級、27人から25人しかおりませんでしたけれど、

布袋北小学校は。古知野南小学校は50人を超えておりましたけれど、しかし

ながら、同年代でそんなに差があるようなことはありませんでしたし、本当

に少人数学級がいいのかといったことも、しっかりと考えていかなければな

らないと思います。 

 ちょっと話は違いますけれど、田舎で育った子供と都会で育った子供とい

った話が、これはニュースか何かでやっておりましたけれど、これは、田舎
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で育った子供というのは、体力的には都会で育った子供より非常に群を抜い

ておると。しかしながら、都会で育った子供というのは、もまれてきますの

で、学力がやはり差が出てくるといったことを、これは統計的に出ておると

いうことも言っておりました。 

 ですので、これは単身赴任の話でありましたけれど、単身赴任で子供を置

いていかれるといったことも一理ありますけれど、いろんなところに行った

ほうが子供のためにはいいだろうといったことも言われております。 

 そんな中を鑑みますと、本当にその20人というのがいいのか悪いのか、そ

ういったことをもうちょっとしっかりと精査するために、まずはこういった

最初に出させていただきました定数改善計画の早期策定、そしてまた国から

３分の１に削られました補助金をとにかく頂いて、市の財政負担を少なくし

て、先生や子供たちのために使っていただくといったような、まずはその請

願をしっかりと意見書を出して、国からそういったものをもらっていただい

た後に、こういった何人がいいだろうかといった話の中の、もしあるようで

したら請願を考えて、出していただければありがたいかなと思っております

ので、これに対して、出すか出さないかということであれば、これは一旦こ

れに関しては見送りをさせていただいて、採択か不採択かという話であれば、

今回は不採択とさせていただきたいかなと思っておりますので、以上です。 

○委員長  分かりました。ありがとうございました。 

○山委員  私は、この請願の紹介議員になっていますので、賛成はさせてい

ただきますが、先ほど宮地委員、稲山委員がおっしゃいましたけど、先ほど

同趣旨の請願を採択して、意見書を出すということを決めましたが、先ほど

の請願というのは教職員組合から出ているもので、そうした請願を提出する

動きというのは、一般の市民の方というのは存じない情報ですので、基本的

には。隠す情報でもないですけれども、一般には知られていない情報ですの

で、たまたまコロナ禍ということもあって、同じ議会に同じような内容が提

出されたものだと私は理解していますし、先ほど決議というか、意見書の案

も了承しましたけれども、その内容に加えて、この新型コロナウイルスの件

も盛り込むような形で一本化するなり、ちょっと分厚くするなりして、意見

書を取り扱えばいいと思いますので、まずそれはちょっと事務的なことです
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けれども、そういうふうにやればいいと思います。 

 確かに20人ということが書いてあるんですけど、何人がいいかというのは

若干精査する必要があるかと思いますけれども、現在の最大40人学級という

のは多過ぎると思います。先ほどの請願にもありましたように、様々な事情

を抱えたお子さんもおられるでしょうし、少子化の時代だからこそ、きめ細

かく子供たちに目配りをして、指導していくというやり方のほうが私はいい

と思いますし、格差だとか、貧困だとかいう問題もコロナ禍以前からありま

すし、さらにコロナ禍の中でそうした問題が顕在化をしてくるわけでありま

す。 

 新型コロナウイルスが仮に一定程度終息したとしても、子供の教育格差と

いう問題というのはなくならないわけで、むしろ拡大していくということは

今懸念されているので、それを少しでも食い止めるためには、国の責任にお

いて、とりわけこの義務教育段階においては、全国平等に対応していく必要

があるし、そのための予算を拡充していくということが必要だと思いますの

で、内容は重なりますけれども、これについても賛成という方針で臨みたい

と思います。 

○委員長  分かりました。 

○三輪委員  同じ内容なので１つでいいというのは、ちょっと私も納得しか

ねるところがあるんですが、教職員組合から出されたものと、保護者といい

ますか、市民の方から出たものということで、やっぱり出す立場が違ってお

ります。市民の方というか、保護者の方のほうがより切実、教職員ももちろ

ん切実ですが、というのがあると思います。 

 今、国のほうも、今まで40人でいいと言っていたのが最近変わったという

ことは、やはり子供の学力もそうなんですけれど、今回のコロナ禍におきま

して、子供たちの安全を守るためには、今の40人学級ではちょっと無理があ

るということを、私もちょっと教室なんかを見せていただいたことがあるん

ですけれども、本当に40人近くいると教室の中が本当に狭くて、先生が通る

のも大変という状況もあります。 

 あと、本当に今日本の国の教育予算というのはすごく少ないので、欧米諸

国ですと20人以下がほとんどですので、やっぱり今の人数のままでは困ると
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いうことで、これについても一応採択して、両方２本出す。２本、議会とし

て難しいということでしたら、先ほどの採択したものに、やっぱりこのコロ

ナ禍の中で子供たちの命や健康を守るということも入れた意見書というのを

議会として作っていただけたらいいんじゃないかなということを思います。 

○石原委員  私も、教育というのは世界の恒久平和にしても何にしても一番

重要なところだと思っております。 

 だけど、先ほど稲山委員が言われましたけれども、ちょうどたまたま同じ

タイミングだったのかもしれませんが、同じくいみじくも少人数学級という

ことで出ております。 

 またこの中、先ほどのやつは非常に具体的に、いじめ、不登校、また外国

人への教育だとか、そういったことにも対処できるということで書いてあり

ますし、これがしっかり通っていけば、先ほどの国の流れもあるということ

で、しっかりやっていっていただけると思いますので、私はこれ１本でいい

と思っております。以上です。 

○岡本委員  先ほど出されました請願が可決、採択されました。今回、保護

者の方からということで出ておりますけれども、私の意見といたしましては、

今回は１本でいいのかなと、不採択のほうに１票入れようとは思っておりま

す。 

 私のところには、保護者の方から、何で少人数にするんだという逆の反対

の意見の方も、申し訳ないですけど、いらっしゃいます。ただ、国の方針と

して、少人数に向かっているんだよという話はいたしております。人数が減

ることによって、リーダーシップの発揮の仕方であるとかいうことを集団と

して学べなくなるんじゃないかという心配をされているという、保護者の変

わった見方なのかもしれませんけれども、そういった方もいらっしゃるとい

うことも私は踏まえまして、今回教職員のほうから、先ほど採択しておりま

すので、そちらの１本でいいのかなという感覚でおります。以上です。 

○委員長  ありがとうございました。 

 御意見も尽きたようでございますので、これをもって御意見をいただくの

を終結したいと思います。 

 暫時休憩いたします。 
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午後４時16分  休 憩 

午後４時17分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これをもって請願第６号を採決いたします。 

 本請願を採択することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長  挙手少数です。よって、本請願は不採択とすることに決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました案件は全て終了いたします。 

 なお、委員長報告の作成につきましては、正・副委員長に御一任いただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後４時17分  休 憩 

午後４時28分  開 議 

○委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  行政視察について 

 

○委員長  引き続きまして、行政視察についてを議題といたします。 

 この件につきましては、６月の委員会におきまして、予算を伴わない形で

御提案がある場合は、正・副委員長へ伝えていただくようになっておりまし

たが、現在のところ御提案はございません。 

 何か御提案、御意見はございますでしょうか。 

 御意見もないようでございますが、御意見ありますか。 

〔「お任せします」と呼ぶ者あり〕 

〔「見合せ」と呼ぶ者あり〕 

○岡本委員  今、御意見もございませんという意見がございましたけれども、

今コロナ禍の状況でもありますし、またできるようになりましたら、また

正・副委員長のほうで考えて、皆様に御提案させていただくという形で、一

旦見合せということでよろしいかと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長  ただいま今年度の行政視察は見合わせたほうがよいという御意見
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が出ましたが、このことについてよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  それでは、今年度の当委員会の行政視察は当面見合わせることと

し、新型コロナウイルス感染症の終息のめどが立ちましたら、改めて御協議

いただきたいと思いますので、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  御異議もないようでございますので、今年度の当委員会の行政視

察は当面見合わせることとし、新型コロナウイルス感染症の終息のめどが立

ちましたら、改めて御協議をさせていただきたいと思います。よろしくお願

いをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  研修会について 

 

○委員長  続きまして、研修会についてを議題といたします。 

 研修会につきましても、行政視察同様、予算を伴わない形での研修会の実

施の御提案がある場合には、正・副委員長にお伝えいただくようお願いして

ございましたが、現在のところ御提案はございません。 

 ここで何か御提案、御意見はございますでしょうか。 

○岡本委員  こちらも先ほどの行政視察と同じように、また新型コロナウイ

ルスのほうがうまく終息のめどが立ちましたら、皆さんに御提案させていた

だくという形でさせていただきたいと思いますので、見合せという形でよろ

しくお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長  開催を見合わせたほうがよいという御意見が出ましたが、このこ

とについてよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  それでは、今年度の当委員会の研修会は当面見合わせることとし、

新型コロナウイルス感染症の終息のめどが立ちましたら、改めて御協議をい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  市民と議会との意見交換会について 
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○委員長  続きまして、市民と議会との意見交換会を議題といたします。 

 この件につきましては、８月20日に開かれました各派代表者会議におきま

して、今年度は各常任委員会で意見交換会の実施方法、テーマ、日程、開催

場所などを決定し、広報も含め、各常任委員会で責任を持って意見交換会を

実施していくことと議会改革特別委員会での協議結果が報告され、了承が得

られたところでございます。 

 これにおきまして、本日皆様に御協議をお願いするものでございます。な

お、過去の委員会別テーマと団体との意見交換会等の実績をタブレット端末

に配信してございますので、参考にしてください。 

 それでは、何か御意見はございますでしょうか。 

○山委員  ちょっと確認したいんですけど、実施をするかどうかもここで決

めるんですか。実施するという前提なんですか。 

○委員長  それも決めるということ。 

○山委員  実施するかどうかも。 

 実施するということであれば、どうしても絶対にやってほしいということ

ではないですけれども、もしやるということで皆さん賛同していただけるん

でしたら、不特定多数でどなたでもという形は、ちょっと今こういう状況で

難しいですよね。研修会だって、そういうふうでやらないわけですし、視察

も。 

 ですから、例えばこれを見ますと、２月に、新型コロナウイルスのはやる

直前だと思うんですけど、滝高校の生徒と懇談会ということでしたので、今

度、市内に公立高校がほかに３つありますので、そのどこかの学校と、公立

高校の地元の若者との懇談ということでどうでしょうか。ただ、学校側もい

ろいろ懸念していると思いますし、入試ということもこれから控えていくと

思うので、やるんでしたら、できるだけ早めにやるという形でどうでしょう

か。 

○委員長  ほかに御意見はございますか。 

○岡本委員  今、山委員から高校の方々といかがかというのもありますけれ

ども、準備のこともいろいろありますし、新型コロナウイルスの終息という
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ことも分からないので、それも踏まえつつ、取りあえず見合わせておいて、

うまくいったら、そういうことを始めるというような形でいいのかなと思い

ますので、今回の意見交換会に関しても、取りあえず見合せをしたらいかが

かなと僕は思っております。 

 その上で、それができるんであれば、今、山委員が言われたようなことを

検討したらいいのかなと思っていますが、いかがでしょうか。 

○山委員  やるのにこしたことはないですけれども、どうしても早急にやら

ないと困るとかというわけでもないですし、学生の方とか、若い方とか、そ

ういう団体から、向こうからアプローチがあれば、こちらとしても対応を決

めなきゃいけないですけど、こちらの一方的な思い、考え方ですので、副委

員長がおっしゃるように、今年は一旦見合わせておいて、その状況を見なが

らということで私もいいと思います。 

○委員長  分かりました。 

 今年度、市民と議会との意見交換会の開催は見合わせたほうがよいという

御意見が出ております。 

 このことについて、何か御意見はございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

〔「よろしいです」と呼ぶ者あり〕 

○委員長  それでは、今年度の当委員会の市民と議会との意見交換会は、当

面見合わせることとし、新型コロナウイルス感染症の終息のめどが立ちまし

たら、改めて御協議いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上で、本日の委員会の議題は全て終了いたしました。 

 以上で、厚生文教委員会を閉会したいと思います。 

 

午後４時35分  閉 会 
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